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偲角類(鞘遡目)の消化管の比較形態学的研究

梅 谷 献 ~* 

A Comparative Morphology of the Alimentary Tract in the 

Adults of Lamellicorn-Beetles (COLEOPTERA) 
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I 緒 冨

By 

Kenji UMEYA料

(ショウジヨウパエ科〉においてのみである。 CO司

LEOPTERA(鞘姐巨)にあっては前向 (Proventricu・

l11S)内にキチン質構造を有する若干の種類について，

その形態、にもとづき 2，3の学者が系統・類縁関係を

論じているにすぎない。

筆者は COLEOPTERAに属する昆虫類について

1954年以来消化管の比較形態学的研究を行なってき

たが，本論文においては比較的豊富な材料に恵まれ，

かつ POLYPHAGA(多食亜日〉中で最もまとまっ

た自然群といわれる LAMELLICORNIA(館、角類〕

に関する研究を報告して向学諸賢の御批判を仰ぐ次第

である。

LAMELLICORNIAの消化管に関する従来の研究

は筆者の識る範囲においては次の報告があるのみであ

る。 IIPち， LEIDY (1851)が Passalidae(クロツヤム

シ科〉の Passaluscornutus FABRICiUS (=Popilius 

disjunctus ILLIGER)の消化管を図示したのをl稿矢と

し，その後 PATERSON(1937)が該種について， LEWIS 

(1926)が Passalus属について消化管の主として組織

学的な研究を行った。 Lllcanidae(クワガタムシ科〉

については BORDAS(1912)が数種の消化管を記載し

従来，昆虫の消化器官に関する研究は，個々の種に たにとどまる。 Scarabaeidae (コガネムシ科〉におい

ついて主として組織学的或いは生理学的な函を中心と では JACOBSON(1905)が Coprislunaris LINNEの

して研究され，これらに関しては多くの業績が発表さ 消化管を模式化して図示したのを始め， BORDAS 

れている。 しかし，多数の種の消化管の形態を比較検 (1717， a-b)が Cetoniinaeの数種についてがj化管お

討して相互関係を吟味した研究は極めて少なく，更に よびマルピギ氏管の形態を記載し，また SWINGLE

消化管の形態が分類学的分野において活用されている (1930)は Popilliajaponica NEWMANについて消化

のはわずかに DIPTERA(双刻目〉の Drosophilid配 管の主として生理的機能を研究し，更に BECTONJr. 

本北海道大学農学部昆虫学教室

紳 EntomologicalInstitute， Hokkaido University， Sap-
poro. 

(1930)が Phana叩 svindex M'LEAY (=P. carnifex 

LINNE)， FLETCHER (1930)が Phyllophagagracilis 

BURMEISTER (=Lachnosterna gracilis BURMEISTER)， 
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JONES (1940)が Diprotaxisliberta GERMARについ

て，それぞれ消化管の記載を行ったが，いずれもその

迂回屈折様式にはふれていなし、。以上のほか幼虫の消

化管に関する研究も二，三の学者によってなされてい

るが，ここでは特に関係がないので省略する。

本文に入るに先立ち，本研究を慾濯、され，終始懇篤

なる指導を与えられた内田登一教授，並びに多くの助

言を賜わった渡辺千尚助教授に対してま立に謹んで深謝

の意を表する。

更に，貴重な文献を貸与下さった京都府立大学生物

学教室中根獄彦氏，生品またはアルコール固定を要す

る材料の蒐集に当り，繁雑な手数を惜しまれず御協力

下さった農業技術研究所平野千里氏・伊藤嘉昭氏・

深見順一氏・中津川勉氏，島根県農業試験場藤村俊彦

氏，北海道農業試験場木村宏氏・奥俊夫氏，林業試

験場木曽分場小杉孝蔵氏，北海道庁道有林課岡本光雄

氏，北海道衛生研究所服部畦作氏，桐朋高等学校野村

鎮氏，弘前大学農学部正木進三氏，九州大学農学部森

本桂氏，東京農工大学農学部一瀬太良氏・今井栄一

氏，高知大学農学部小島圭三氏，北海道大学農学部阿

部永氏，北海道三共株式会社学術研究課小西正泰氏，

北興化学株式会社大船研究所田瀬幸男氏に感謝の意を

表する。また本研究中，数々の御協力をいただいた当

昆虫学教室の方々に衷心より厚く御礼申し上げる次第

である。

II 材料および方法・

研究材料は 70%アルコール固定標本または生品を

使用した。なお，雌は往々にして卵巣の成熟肥大によ

って消化管が圧迫され，その形態(特に迂回屈折様式〉

がし、ちじるしく変形していることがあるので主として

雄を使用するように留意した。

解剖は材料の体長を測定した後，遡鞘を除去して背

面から行なった。まず双眼顕微鏡下で腹背部を切開

し，蒸沼水で洗し、つつ神経・生殖系器官・脂肪体など

を分離除去した後，ブアン液を滴下して消化管を検し

た。最後に胸部を切開して全消化管を摘出し，各部分

の長さを測定した。この操作にブアン液を使用した

のは，消化管が黄色に染色されて細部の構造，特に

Cryptを含む表面形態が明瞭になる点，および組織が

固定されることによって仲縮性が或る程度うばわれ，

解剖中に迂回屈折様式などが変形するのが防げ，解剖

後に消化管をそのまま組織標本用として保存できるた

めである。他の悶定液や染色剤ではいずれも好結果は

得られなかった。長さの測定は摘出した消化管の一端

を解剖凹Lに固定し，流水中でその迂回屈折を解いて行

なった。迂回屈折が複雑なるものは数個所で切断の

上，同様の方法を用いて測定した。この場合でも通常

は柔軟性のために消化管がいちじるしく仲長し，極端

な場合においては真の長さの 2倍にも及ぶことがある

が，解剖中にブアン液を用いたことによってこの支障

は或る程度解消され，同一条件によって測定すること

を得た。 しかし，消化管の迂回屈折が極度に複雑で，

解剖に長時間を要する場合にはブアン液のために硬化

をきたし，迂回屈折を解くことが困難となるので，長

さの測定のみは別個体を使用した。

研究に使用した種類は次の如くである。

LUCANIDAE クワガタムシ科

Lucaninae 

Lucanus macrifemoratus MOTSCHULSKY 

ミヤマクワカ、タ

Chladognathinae 

Psalidoremus inclinatus MOTSCHULSKY 

ノコギリクワカゃタ

Dorcinae 

Macrodorcus rectus孔10TSCHULSKY

コクワカゃタ

凡f.rubrofemoratus VOLLENHOVEN 

アカアシクワカeタ

M. striati pwnis孔10TSCHULSKY

スジクワカ寺タ

Eurytrachellelus titanus BOISDUV AL 

ヒラタクワカ守タ

Figulinae 

Figulus punctatus W ATERHOUSE 

マメクワカ、タ

Aesalinae 

Aesalusαsiaticus LEWIS マ夕、ラクワガタ

ii P ASSALIDAE タロツヤムシ科

Aulacocyclinae 

Cylindrocaulus pαtalis LEWIS 

オニツノクロツヤムシ

iii TROGIDAE コブスジコガネ科

Trox opacotuberculatus MOTSCHULSKY 

ヒメコフ守スジコカ、ネ

iv GEOTRUPIDAE センチコガネ科

Bolbocerinae 

Bolbocerosoma nigroplagiatum ¥九TATERHOUSE
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ムネアカセンチコガネ

Geotrupinae 

Geotrupes laevistriatus孔10TSCHULSKY

センチコガネ

G. auratus MOTSCHULSKY 

オオセジチコカεネ

v SCARABAEIDAE コガネムシ科

( a) Coprophagides ダイコクコガネ群

Coprinae 

Copris ochus MOTSCHULSKY 

ダイコクコガネ

C. Pecuarius LEWIS 

ミヤマダイコクコガネ

C. acutidens MOTSCHULSKY 

ゴホンダイコクコガネ

Liatongus phanaeoides WESTWOOD 

ツノコガネ

Onthophagus lenzii HAROLD 

カドマルエンマコガネ

O. bivertex HEYDEN シナノエンマコガネ

O. ater WATERHOUSE 

クロマルエンマコカeネ

O. atripennis WATERHOUSE 

コプマルエンマコガネ

Caccobius jessoensis HAROLD 

マエカドエンマコガネ

C. brevis W ATERHOUSE ヒメエンマコガネ

Aphodiinae 

Aphodius rectus MOTSCHULSKY 

マクソコガネ

A. urostigma HAROLD 

ウスイロマクεソコカeネ

A. elegans ALLlBERT 

オオフタホシマクーソコヵーネ

A. haroldianus BALTHASAR 

オオマクごソコカゃネ

Rhypalus peninsularis ARROW 

セスジツツマクN ソコカずネ

(b) Melolonthides コガネムシ群

Rutelinae 

Anomala cuprea HOPE ドウガネブイブイ

A. lucens BALLlON ツヤコガネ

A. rufocuprea MOTSCHULSKY ヒメコカeネ

A. daimiana HAROLD サクラコガネ

Mimela splendens GYLLENHAL コガネムシ

M. costata HOPE オオスジコカ、ネ

M. testaceipes MOTSCHULSKY スジコカeネ

M. holoserices FABRICIUS キンスジコガネ

Phyllopertha orientalis WATERHOUSE 

セマダラコカゃネ

Popillia japonica NEUMAN マメコカeネ

Sericinae 

Autoserica castanea ARROW 

アカビロウドコガネ

Sericania sachalinensis MATSUMURA 

カラフトチヤイロコガネ

Melolonthinae 

Granida albolineata MOTSCHULSKY 

シロスジコカーネ

Melolontha japonica BURMEISTER 

コアキコカ、ネ

Lachnosterna kiotonensis BRENSKE 

クロコカぞネ

Heptophylla picea MOTSCHULSKY 

ナガチャコカeネ

Hopliinae 

Ectinohoplia obducta MOTSCHULSKY 

ヒメハナムグリ

E. rufipes孔10TSCHULSKY

カパイロアシナガコカ、ネ

Dynastinae 

Allomyrina dichotomus LINN長 カフe トムシ

Valginae 

Nipponovalgus angusticollis WATERHOUSE 

ヒラタハナムク寺リ

Valgus pictus HOPE オオヒラタハナムク5 リ

Trichiinae 

Gnorimus viridiopacus LEWIS 

アオアシナヵγ、ナムグリ

Trichius japonicus JANSON トラハナムグリ

T. succinctus PALLAS ヒメトラハナムクーリ

Paratrichius doenitzi HAROLD 

オオトラフコカ寺ネ

Cetoniinae 

Torynorrhina unicolor MOTSCHULSKY 

アオカナフーン

T. japonica HOPE カナフマン

Protaetia orientalis GORY et PERCHERON 
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シロテンハナムグリ

Protαetia insperata LEWIS 

ムラサキオオハナムグリ

Eucetonia pilifera MOTSCHULSKY 

ハナムグリ

Oxycetonia jucunda FALDERMANN 

コアオハナムグリ

O. forticula ]ANSON 

アオヒメハナムグリ

Glycyphana fulvistemma MOTSCHULSKY 

クロハナムグリ

111 摺角類の消化管の一般的形態

鞘題目毘虫の消化管はそれぞれの種が属する科によ

ってマノレピギ氏管が4本または 6本という根本的な相

違のほかに，細部にわたってかなりの差違が見られ，

第 1図版はその数例を示したものである。以下，記載

に先立ち鯨角類の消化管の一般的形態を記述すれば，

次の如くである。

鯨角類の消化管は他の一般昆虫類に見られるように

前腸・中腸・後腸の 3部分が明瞭に区別できる(第 1

図〕。

前腸 (Fore-'Gut):前腸は口に始まり貰円弁 (0田 0-

phageal Valve)に終る管であるが，総角類において

はその大部分が食道 (Oesophaga)で占められ，一部

の種においては末端部が顕著に膨大していわゆる味襲

(Crop)を有するが，大部分はこれを欠くか，または

痕助程度に認められるにすぎない。一般に表面は平

滑，中・後腸よりも短かく，末端が中胸部にまで達す

る種類は少ない。迂回・屈折は行なわず，ほぼ体の中

軸沿いに位置する。消化内容物の有無による太さの変

化は少なし、。

中腸 (Mid・Gut):中賜は賞円弁より図書問弁 (Pylo・

ric Valve)に至る部分で，品思角類においては一部の

種を除きこの部分が最も長く，腹部において迂回屈折

を行ない後腸に続く，他の昆虫類においては中腸が更

に区分できる場合があるが，鯨角類においては幼虫期

においてのみかかる形態が認められ，成虫期において

は組織学的にも区分できない。部分による太さの変化

は一般に少ない。また一部の種類においては消化内容

1 
コ
マ。
ち 第1図館、角類の消化管の一般的形態
L 
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Fore-Gut:前股

Mid-Gut:中腸

Hind-Gut:後腸

Bl : Bladder (勝脱)，

Col : Colon (結腸)

Crop (味重要〕

Cry Crypt 

Dil Distal ileum (小腸〉

Mal Malpighian tubules (マノレピ

ギ氏管)

MG  : Mid-Gut (中腸)

Oes Oesophagus (食道〉

Oes V: Oesophageal V al v (寅門弁)

Ph : Pharynx (咽喉)

Pil Proximal ileum (前小腸〉

PV : Pyloric Valve (幽門弁)

Rec Rectum (直腸)2
J
0・
ち

E
一
工
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物の有無によって太さが激変する場合がある。

一般に中腸表市には Cryptと称する多数の小首袈

突起が存在する。 Cryptの形態・分布街]J工は干虫類によ

って異なるので記載の便宜上その形態は第2図の立11き

表現を用い更に，高さを A，最大巾を B (第2図参

照〉として大きさを現わすこととする。偲角類の

Cryptにおいては Aが 3B より大なることは稀であ

る。

後!防 (Hind-Gut)・後腸は降J門弁以下のili化{m;の最

後の部分で，紙、角類においては更に前小脇 (Proximal

ileum)・小腸 (Distalileum)・直腸 (Rectum)に細

分され，種類によっては小腸・直腸聞に結腸 (Colon)

が存在する。

前小坊は直腸にに続く部分で，鯨角類においては明

第2図 Cryptの詩形態

1.半球型

2. 筒 型

3. 紡錘型

5 

4. 梶棒型

5 ダルマ型

6. 繭型

第3図 マルピギ氏管の関口位置の 3型

や消火

I!!;'fに識別できる。一般に表面は平滑，屈曲を行なわ

ず，細く，短かい， ilij小!協の基部のl湖門弁直後よりマ

ルピギ氏往 (Malpighiantubules)が派生する。惚角

類においてはマルピギ氏併は 2対で，末端部は小lぬ表

而を蛇行し，i岳部は前小l財内に閉口する。マルピギ氏

1"1;の開l二1(派生)1立[5:は第3図の虫11< 3大別すること

ができる。

1 ;f;'1一一1対がそれぞれ基部におし、て相践して閃

口し 2対の間隔は大きく離れる。

[[ 'f;'1 一一一 1 対の基部がややli，~fれて閉口するが，他

の1対との間隔はより大きL、。

R 型一-4本が基部においてそれぞれ等しい間隔

で関口する。

なおマルピギ氏管の派生部位によって中脇・後腸の

境界は明瞭に識別できる。

小)協は中腸において消化吸収された残出内容物から

水分の再吸収を行なう特殊な機能を持ち，表面は通常

多数の小壌と深山を有する。総角類においては一般に

太く，内容物の量的変化に伴って太さが激変し，膨張

時においては表而が平滑となる場合が多い。回転は行

なわないが，多くは 1乃至数回の応折または屈IUIを行

なう。

結腸は組織学的には単に小腸または直腸の一部が約

状に細くなった部分と考えられ，品思角類においては一

部の麗類において外形上区別できるにすぎない。

直腸は偲角類においては一般に短大で，内部の糞塊

の有無によって太さが変化を受ける場合が多い。多く

は迂回屈折を行なわないが，表面形態には変化が多い。

IV 消化管の記載

筆者の検した極類について，以下迂回JiTIi斤様式を中

心として消化管の形態を記載する。

なお長さの測定値は特に記入がない限り 500体平均

によったものである。また調査材料に十印を付したも

のは材料が生品なることを示し，その他は 70%アル

コール固定標本なることを示す。

Lucanidae クワガタムシ科

( 1) Lucaninae ミヤマクワガタ斑科

Lucanus macrifemoratus Mo'TSCHULSKY 

ミヤマクワガタ〔第2図版1)

調査材料・ 2色合+(札幌， V1!-1954)， 4色合+(札幌

VI! . VIil-1955)， 6 ~合+ (札幌， 明[~班ー1956) ，

5 ~~ (北海道定山渓，四 1954)，366 (定山
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渓， V1!-1955)， 766 (J芝山渓， V1!-1956)， 26 (2) Chladognathinaeノコギリクワガタ亜科

古(北海道大雪山， V1!-1957)， 3 66  (北海道檎 Psalidoremus inclinatus MOTSCHULSKY 

山郡， vlli-1954)。 ノコギリクワガ(第2図版 2)

消化管長は体長(大紙、を除く一一以下同じ)の1.6 調査材料: 666+(札幌， Vlli -1954~'57) ， 666 (北

倍。前・中・後!助長の比率は 22: 47 : 31 (%一一ー以 海道定山渓Vl[~四一1954~'57) ， 4色合(北海道

下同じ〉。 檎l.ll郡， Vlli-1954)， 566ふ(東京， ¥111-1958)。

前)l易・末端はJiij胸の後部に達し，わす》刈こ膨大して 消化管長は体長の1.6倍。前・中・後防長の比率は

Cropを*成する。 15・50: 350 

中日必.迂回Jtii折様式にかなりの侭|体変異ーがあるが， 前!防・末端はやや膨大し，前胸の中部に達する。

通常の似体においては体の中判1討れ、に第 1腹節部に達 中腸:迂田町折様式は前種に似るがぶJ極において

いわずかに右に毛筆[111して第2腹節部のやや右方にお は最初Jの V 字形屈折が体の中州のやや右方において

いて V 字形に約 1400五屈折する。ついでそのまま 行なわれたのに対し，本極においては第 1腹節部中軸

体の五方に走り，第 1~2 (または 3)腹節部左方にお において直ちに左に 90~1200 屈折する。個体変異は

いて U 字形に左半回転して中軸に戻り第 2(または 少なし屈折部が U 字形に変形しているのを 3例認

3)~4 腹節部において右 1 回転する。最後の右回転部 めたのみである。 Cryptは A孟1.5Bの筒型。

の右前部は V 字形屈折ー部の腹面側に位置する。以上 後脇:JìíY小!協は前極と同様に第 4 腹節部の中~!fllに位

の中，個体変異が見られるのは最初jの V 字形屈折部 訟する。小腸・直腸も前額と大差は認められないが，

であり，第 2 図版 1A~F に示した如き変異が見ら 通常日[ll[，屈折はほとんど行なわない。後賜各部分の

れる。!lllち A~D は V 字形屈折部がいずれも U 字 比率は 14:49:370

形に変形し，更に A はこの湾曲部に至るまでに 2度 ( 3) Dorcinae クワガタ亜科

大きく蛇行しているもので 1個体にこの形態が認めら 本3p.科に所属する下記 3援の後脇部の表面形態およ

れた。 B は体の左方において約 900 屈曲の後に湾曲 びマルピギ氏管の関口位置は，前記 Lucaninae，Chla-

部に続くもの C は単なる屈折部の変形， D は轡[出 dognathinaeの種類と同じく E 型であるので，記載

部に至る前に体の中軸で L 字形に!自由してし、るもの 中この点は省略する。

で，これらの中間的形態のものも含めて筆者の検した Macrodorcus問 ctusMOTSCHULSKY 

32個体中， 13 個体に B~D の如き形態が認められ コクワガタ〈第2図版 3)

た。 E，F は単に V 字形屈折部が基本型よりも前方 調査材料 :566・5会合+(札幌， VJ['""lX-1954~'58) ， 

または後方に位置するもので，基本型についで多くの 2 66  (北海道苫小牧，Vlli-1957)， 2合会(北海

個体に認められた。なおかかる個体変異は内容物の量 道旭川， VJ[-1958)， 5合合十(東京，Vlli-1957)。

的変化に起因するものではなく，また体長の個体変異 消化管長は体長の1.3倍。前・中・後腸長の比率は

とも平行的な関係は認められなし、。 13: 46・410

太さは末端部が持yr次細くなるほかはほぼ単一， 前j湯:末綿はやや顕著に膨大し，前胸の中部に達す

Cryptは密に分布し中型 A註1.5Bの筒型である。 る。

後腸:~íJ小腸は短小，第 3~4 腹節部において中勝 中l尚・体の中軸沿し、に第 1腹節部に達し，右に 30

回転部後部背面に中軸沿いに位置する。小腸は通常 3 ~400 笥的の後 1~3 腹節問において右 1 回転し，

回わずかに屈曲， TI盲腸は小さく逆S字状lこ照的し，共 第 2腹節部中高fIにおいて後腸に続く。 Cryptは梢密に

に中執沿いに位置する。しかし内容物の有無によって 分布し，中型 2B> A>1.SB，筒型または半球型を

変形し，充満時において太さが約3倍に達するo 小j湯 呈する。

の表面は大形隆起および横深泊によって凹凸が激し 後腸.前小腸は短かく，第3腹節部の中腸回転部背

い。直腸の表面は平滑，マルピキ氏管の関口位置は E 面にやや右斜に位置する。

型。後)場各部分(前小腸・小腸・直腸を指す一一以下 小腸・直腸は通常は体の中軸沿いに前者はやや右斜

同じ)の比率〔長さを指す一一以下同じ)は 6:66 : して，後者はやや左斜して位置する。後腸各部分の比

28 (内容物僅少の場合の測定値平均による一一以下同 率は 17・44・390

じ〉。 なお，本種と近縁の Eurytrachellelustitαnus BOIS-



66 北海道大学疫学部紀要

DUVALの消化管の形態は本極に西11似する。

Macrodorcus rubrofemoratus VOLLENHOVEN 

アカアシクワガタ (第 2図版 5)

調資材料:12(1) (1)・ 9(1)(1) +(札幌， VIJ~四一1954~'57) ，

5(1)(1)・ 4(1)(1) + (北海道定 111渓，四一1954~'56) ，

4 (1) (1) (北海道大雪山， VIJ-1957)， 3 (1) (1) (北海

道洞爺湖，羽Iー1957)。

消化管長は体長の1.5倍。 ffif.中・後日易長の比率は

19 : 52 : 29。

前日易:末端はやや顕著に膨大し，前胸の中部で終

る。

中日易・体の中車11拾いに第 1)~節部に達し，互に 600

野曲の後，U 字形に左半回転して第2腹筋部中軸に

戻る。ついで第 2~4 腹節聞において右 1 回転し，第

3Jl1¥i節部中軸fこおいて後腸に続く。最初の 60
0

符rlfl

部には多少の個体変異があり，最も極端な個体におい

ては第2図版 5Aに示す如く， 中軸沿し、に第2ll陵節

部まで達し， V 字形に 120
0
屈折する。 Cryptはや

や密に分布し，中型 2B>A>1.5Bの筒型を忌す

る。

後)l易:前小腸は第4腹節i部の中脇回転部の背面に中

東I1沿し、に位置する。小腸・直腸は体の中高Ir沿いに通常

はやや蛇行して11工門に至る。後)1易各部分の比率は 15: 

49 : 370 

Macrodorcus striati pennis孔10TSCHULSKY

スジクワガタ(第2図版 4)

調査材料: 7 (1) (1) + (札幌，国~X-1954~'57) ， 5色合

(北海道定山渓， VlIH954)， 4 (1) (1) (北海道然別

湖，四一1954)， 5 (1)(1) (北海道旭川1，VIJー1957)，

2 (1) (1) + (東京，四一1958)。

前腸・末端は前胸の中部で終る。

中j揚:体の中軸沿いに第 1腹節部に達し，右に 60

~800 屈ぽ[の後，第 1~4 腹節聞において右 1 回転し

て第 2腹節部の中軸右方において後腸に続く。最初の

管rllj部は個体によっては第2図版 4Aに示す如く，

ややZ正方に主事前の後，屈折するものもある。 Cryptは

やや密に分布し，中型 2B>A>1.5B，筒型または

半球型を呈するo

後l揚:前記の他種とほぼ向様なるも，商[flJ、!協が第2

腹節部におし、てやや左後方に向い横向に位置する。後

腸各部分の比率は 13・46:41。

( 4) Figulinae チビクワガタ亜科

Figulus punctatus WATERHOUSE 

マメクワガタ(第 3図版1)

iJM査材料 3(1) (1) +・ 1♀.(愛媛県松111， 1 -1956)。

消化管長は体長の1.2{Ei(3個体平均による〕。前・

中・後防長の比率は 43: 31 : 260 

前腸:細く，極めて長い。体の中i!4h沿いに走り，末

端はやや膨大して中胸の後部に達する。

中日易・太く，短かい。体の中和Ir沿いに第3版節部に

達し， J字形に小さく右に半回転または 2/3回転して

後腸に続く。 Cryptは粗に分布し，大Jfe.Aキ2.5B，

筒裂を呈する。

後I腸.前小!腸は中腸の J字形半回転部の背面に約

60。左斜に位置する。基部はやや太い。

小腸・直腸は太く，体の中前Ir沿いに位置し，表面形

態は前記 Dorcinae の各組類と似る。 マルピギ氏管

の関口位置は E 型。後脇各部分の比率は 22:40: 

380 

( 5) Aesalinae マダラクワガタ亜科

Aesalus asiaticus LEWIS マタeラクワガタ

(第3図版 2)

調査材料:19合会+・ 11♀♀+ (札幌， Xl-1954)。

極めて単純な形態の消化管を有し，消化管長は体長

の1.1倍。前・中・後腸長の比率は 22: 26 : 520 

前腸:細く，末端は前胸の後部に達する。

中腸:袋状を呈し，極めて短かく，体の中軸沿いに

走り，迂回Jmt斤を全く行なわない。末端は第 1または

2腹節部に達する。太く，袋状を呈し，表面は Crypt

を欠除して平滑。本極の中腸はその形態から推察し

て，内容物による太さの変化はかなり受けるものと忠

われるが，材料は全部絶食状態の越冬中の個体である

ため，この点は不詳である。

後腸:r汀小腸は総角類中では異例に長く，消化管長

の 12%を占める。体の中紬沿いに位置し，個体によ

っては腹団側にわずかに主響曲する。

基部は太く，末端に至るに従い漸次市IIIまり，第3腹

節部において小腸に続く。小腸は短大，体の中軸沿し、

に第4腹節部に達し，鈎型に体の前方に向って左目折

の後，直ちに直腸に続く。直腸はわずかに体の前方に

向って逆行の後，鈎型に後方に屈折して)f[円に至る。

後腸各部分の表面形態は前記の Dorcinae類とやや似

るも，小腸の凹凸はより少なく，直腸表面はより平滑

である。マノレピギ氏管の開口位置は 1{¥'J。後)協各部分

の比率は 23: 26・51。

ii PassaIidae クロツヤムシ科

( 1) Aulacocyclinae オニツノクロツヤムシ.i[ji科
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Cylindrocaulus patalis LEWIS 

オニツノクロシヤムシ(第 3図版 3)

調査材料:19 ;!;;!; +・ 15♀♀+ (徳島県高津 l.iJ， 1-

1955)， 16 ;!;;!;+・ 11♀♀+ (愛媛県松1.1.1，1ll-

1958)。

消化管長は体長の 3，0倍。前・中・後腸長の比率は

8・56: 360 

前脇:細く，短かく ，*Y!Mは前胸の前部で終る。

中!防:単一の太さを有する。体の中中1111治L、に第2腹

i{ri部に達し，右に小さく回転してm1腹節部中村iの中

!防j良市ftilJを走り，更にこの回転部の後方にわずかにず

れて重なり右 1回転する。ついでそのまま野山して体

の右方に達し，腹部の右側方沿いに第5腹節部に至

り，互に 100~1200 轡曲して体の中軸に戻り第 5~4

腹節間において右 1 回転して第 4 腹íïìj部中判Ii'~ì'面を抜

け，中軸のややA方を前方に向って逆行，第3腹主m部
において小さく右半回転し，中事DIまたはやや右方にお

いて後腸に続く。前後4回にわたる右回転または半回

転のうち第 1~2 回転部と第 3 回転部は位置が分離し

て接しない。また回転部の大きさは，第 1回転部>第

2回転部註第 3回転部>第4回転部>第 1回転部であ

る。 Cryptは常に分布し，中型JAミ2B，先端部がく

びれてタルマ型を呈するが，中日易末端部におし、ては:r:t
小化し，中央部がくひ

後l脇弘:前寸小、!脇μは短小，体の中科JI沿し、に後方に向って

位置する。ノj、l協は大きな波状の横壁が規則的に排列す

る。第 4~5 腹節聞において，中腸の背面に U 字形

または馬蹄形に湾曲して位置する。中腸よりも太い。

本種は小腸・直腸聞に顕著な結腸が存在する。結腸は

中腸よりもやや細く，単一な太さを有し，表面は微細

な斜条が規則的に走る。体の前方に向って右側方沿い

に逆行し，体の右方から五方に向って大きく馬蹄形に

時IUJし，体の左側沿いに後部に向う。匂曲部の前縁は

第 2腹筋部の中腸第 2回転部の後端背面に接して走

る。直腸は短大，結腸末端の膨大部が直腸と判断され

るが正確な識別は困難である。マルピギ氏管の関口位

置は1ll型。後腸各部分の比率は 6: 28 : 58 (結腸):8。

iii Trogidae コプスジコガネ科

Trox opacotubercuratus MOTSCHULSKY 

ヒメコブスジコガネ(第4図版 2)

調査材料・ 1合+ (札幌， Vー1955)。

消化管長は体長の 2，0倍(1個体の測定による〉。

前・中・後腸長の比率は 16: 44 : 400 

前防・比率的長く，末端は前胸の後部に達する。本

個体においては前腸は納く，太さは単一ならず，中央

部が更に細い。 Cropの存在は認められない。

中腸:体の中軸沿いにノ弟 2腹節部に達し，左に 900

轡山の後，大きく右 1回転して第3腹[(J部中執に至

る。更に第 3腹節部の中軸左方において，体の前方に

向い小さく右半回転して後腸に続く。太さは主主i部にお

いては極めて太く，以下漸次細くなり， 90
0

万二JiHlll1後

は再び太さを増し， ;{:I回転部中央におし、て最大とな

る。以下はが[次細くなり末端に至るが，いずれも断而

はE円形を呈し，外観は極めて立体的である。 Crypt

を欠除し，表向は平滑。

なお，本個体の中j財形態から，太さは内容物の有無

によって変化するものと恩われる。

後腸・本位1体においては前小腸と小腸との境界がやj

Yr(~と区別できなかったので，ここでは特に前小腸を小

腸に合めて記殺する。小腸はわずかに左に~~júIJ しつつ

第 4腹節後部左方に達し， U 字形に小さく 2度右屈

折の後，第4腹節前部中軸まで逆行し，体の前方に向

って小さく 2度屈折、して直腸に続く。 I直腸は体の中和Ii

沿いにややAに簿III1して虻門に至る。

小腸・直腸の表面は平滑，数条の不規則な深tliiが走

る。太さは中腸の最大部と比較して，小j協が約 1/5，

直腸が約 1/3，マルピギ氏管の関口位置は1ll型。後

l場各部分の比率は 66(前小腸十小腸): 34。

i v Geotrupidae センチコガネ科

( 1) Geotrupinae センチコガネ亜科

Geotrupes laevistriatus MOTSCHULSKY 

センチコガネ(第4図版 3)

調査材料 9色合+・ 10色合+， 4;!;;!;・1♀(札幌，

Vll~IX . X-1954~'58) ， 4♀♀・ 4;!;;!;(北海道

然別制， 11IH954)， 3;!;合・ 2;!;;!; (北海道利尻

島)， 6;!;;!;・4♀♀〔北海道槍山郡，四一1954)，

1♀(東京， IX-1955)， 1♀+ (野県美ケ原，田-

1958)。

消化管長は体長の 3，8倍。前・中・後腸長の比率は

3・87:10。

前腸:短小，末端は前胸の前部で終る。

中腸:極めて長い。体の中軸沿いに第 1腹節部に達

し，右に峰山の後，第 1~4 股節聞におし、て大きく右

1回転して第 1腹節中軸背Tt立に至る。この回転部は左

側前部において大きく馬蹄形に内側に轡曲淑入し，続

いて小さく V 字形にIITltJi'j校入する。この阪入部分に
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は個体変災があり，最初JV字形に小さく恢入して続 は再び背I互i1lliJえ抜ける。本個体においては末端部がや

いて馬蹄形に大きく収入する個体(第4図版 313)お や削lくなるほかは太さはほぼ単岨。また第 1回転、部の

よび中間的形態の側体も見られる。中1mは続いて再JJt 内側に 6条の横1奈川Iが認められた(第4図版 1A)が，

大きく右 1回転して第2腹節部中拘bに戻り，更に小さ これは或し、は個体によってはこの部分が内側に阪入す

く右半回転して後協に続くが，この第2回転部後部は ることが起り得ることを l暗示するものとも考えられ

第 1回転部の後部腹「信仰を迂回し，第4腹節部五方に る。 Cryptは Geotrupinaeの極類よりもやや殺に分

おし、て再度背而例lに抜ける。第2回転部も不規則な回 布し，中型1. A主主213，何者Jまたは槌棒引を呈する。

転を示し，左前部において V 字形に屈折[民入し，統 後腸:前小腸は細く，短かく，第 3腹節中車Ihにおい

いて 1800 JiI1折して最後の半回転部に続く。本種の中 てぞや左手、|に位置する。小腸は前小腸と鋭角で接続

l協の迂四回折様式は上述の如く各所の欣入間折部分のー し，わずかに体のa方に走った後，後方に向い L 字

存在によって・見桜めて複雑な形態を呈するが，単純 形に照1111し，第 5腹節部において直腸に続く。小!協は

化して考えれば，基本的迂回11¥1折様式は第4図版 3C 絶食状態の本個体におし、ては，袋状を長し，段状に横

に示した如き右2回転と解される。太さはほぼ単一。 1*消が走り，太さは中腸とほぼ等しい。直腸は体の中

Cryptは大引，やや粧lに分布し， 3B>A>2.5Bの 軸すれ、に逆S字状に絞匂[¥lJしてIJr門に至る。小腸より

紡鍾fft~を呈する。 も車IIIく，末端部は更に細くなる。表面は平滑。マルピ

後I湯.前小協は短小，第 3腹節部の中軸右方におい ギ氏管の関口位置は m'!1f!に近い E 型。後賜各部分

て横向に位置する。小腸は短く，袋状を呈し，前小!協 の比率は 8: 50: 42。

に続いて横向に位置し，末端部は体の後方に向ってわ

ずかにもき仕11する。直腸は体の中制l沿し、に日工門に至る。 v Scarabaeidae コガネムシ科

後半部がやや膨大して紡錘取を呈するも，内容物の多 ( a) Coprophagides ダイコタコガネ群

少によって太さは変化する。 本群に属する種類のマルピギ氏管の関口位置はし、ず

マルピギ氏管の関口位置は R 型に近いlIJ判。後勝 れも n型， Cryptは大型，粗に分布するのでこの点

各部分の比率は 5・25:70。 は個々の記裁に際しては省略する。

Geotrupes aurat山 MOTSCHULSKY ( 1) Coprinae ダイコクコガネ児科

オオセンチコガネ ヌド亜科に属する種類は，後腸部において小腸・直腸

調査材料 3♀♀(東京都下奥多摩，可I(958)。 の境界が判然としないので以下各種の記載には両部分

消化管長は体長の 3.6倍 (2個体平均による〉。前・ をまとめて‘刀、.直腸"として扱うこととする。また

中・後腸長の比率は 5:84:11。 小・直腸の表面は微細な波状の横袋でおおわれ，迂回

本種の消化管は 3個体につし、て検した限りにおいて 様式はいずれも逆 U 字形または馬蹄形に轡rtJIして中

は第4図版 3に示した G.laevistriatusの消化管と酷 腸回転部の背部に中前fJを中心として位置するので，各

似し長さの多少の相違のほかは特に顕著な差異は見 極の記載においてはこの点は省略する。

出せなかった。 Coprisochus MOTSCHULSKY 

( 2) Bolbocerinae ムネアカセンチコガネ亜科 グイコクコガネ(第 5図版1)

Bolbocerosoma nigroplagiatum WATERHOUSE 調査材料: 2 (1)(1)・ 2♀♀(北海道白老， ¥1I(954)， 

ムネアカセンチコガネ(第4図版1) 26 (1) (1) (北海道奥尻島，VI-1956)， 2♀♀+ (長

調査材料♀+(東京，区ー1958)。 野県美ケ原， ¥lIH958)。

消化管長は体長の 2.5倍(1個体の測定値による〕。 消化管長は体長の 10.2 倍 (9.6~11.3)。前・中・

前・中・後腸長の比率は 6: 63 : 31。 後腸長の比率は 2:90 : 8。

前賜:短小，末端は前胸の前部で終る。 前腸:細く，短かく，末端は前絢の前部で終る。

中腸:体の中軸沿いに第2腹節部に達し，わす宇治ミに 中腸.体の中軸沿し、に第1腹節部に達し， :6=:に轡曲

右に轡曲して第 1~4 腹節聞において右 1 回転し，第 して第 1~5 腹節聞において大きく左 1 回転する。以

1腹節部の中朝l背百lに戻り，ついで更に右 1回転して 後漸次回転のIm:径を縮少しつつ全 6回転にして第 3腹

第 3腹節部中軸において後腸に続く。第2回転部後部 節部中軸に達する。以上の:5::6回転の中，最初の 3回

は第 1回転部の背面から後部腹而側を迂回し，末端部 転部は完全な渦巻状をなさず，個体によって多少のず
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れが認められる(第i5図版 1B・C)が続く 3回転部

は完全な渦巻状を呈する。続いて小さく S字状に轡曲

して背部に抜け，五回転部の背部に重り，回転方向を

変え， i新次回転の直径を拡大しつつ，渦巻状に右 5回

転して第 5腹節部の中事Ihのやや右方に達し，最後に小

さく右 1回転して後賜に続く(第 5図版 lA)。

第 5右回転部は第4右回転部の腹簡側， sIJち腹開側

の左回転部の外側を迂回し，末端部に至り再び背閣官¥IJ

に抜けて最後の右小回転を行なう。故に第 1~6 li.回

転部および第 5 右回転部の大部分は第 1~4 右回転、部

によって覆われる。最後の右小回転部は完全な円形回

転ではなく屈折によってなされた回転である。またこ

の部分は個体変異が多く， 第 5図版 1Dに示した如

き多様の形態が認められた。

しかし内容物の充満時においてはし、ずれもこの部分

が膨大して第5図版 1Eの如き形態となる。 この部

分を除けば太さはほぼ単一である。また個体によって

は中腸回転部の一部がわずかに般入または突出して不

正円形を呈するが，これは単に内容物の移動に起因す

るもののようである。 Cryptは 3B>A>2.5Bのがj

鐙型または根榛裂を呈し，最後の小回転部表面のみは

密に分布する。

後腸:前小腸は細く，短かく，第5腹節部中軸のや

や右方において横向または左後方に向い斜に位置す

る。小・直腸の轡|泊部前.縁は第2腹節部に位置する。

太さは管財i部および末端部がやや太いが，消化内容物

の量的変化に伴って多少変化する。後日易各部分の比率

は 8:92 (小腸+直腸)。

Copris pecuaris LEWIS 

ミヤマダイコクコガネ(第 5図版 2)

調査材料 1oト・ 3♀♀+(長野県多科山， V!l-1958)， 

4 oo+‘6♀♀+ (長野県美ケj京，四一1958)。

消化管長は体長の 8.6倍。前・中・後腸長の比率は

2 : 88 : 100 

前腸.細く，短かく，末端は前胸の前部で終る。

中腸:前種と似るも迂回屈折様式はより単純であ

る。即ち腹面側の左回転部は本種においては 4回転，

背商側の右回転部は 5回転を以て終る。また中心部の

S字状轡曲はより竣主響曲をなし背市部の各右回転部

のずれはfjrH重よりも大E 末端の小回転部は本種におい

ては絶食せしめた個体においても著るしく膨大し，背

面回転部の中心部を覆う。 Cryptの形態は前極と同

じ。

筆者の検した同属の他の 1種， C. actidensは少数

のアルコール固定標本によったため詳細は不明である

が，腹・背部の中腸回転数は更に少なし、。

後脇:IlIj種と酷似するも，前小腸はやや笥IIJJし，

小・直腸部の太さの変化はより少ない。後1偽各部分の

比率は 6目 940

Liatongus phαnaeoides WESTWOOD 

ツノコガネ(第6図版 1)

調査材料:30 O O (北海道定山渓， 羽[-1954)，10 o 
3炉(長野県彦科 IJI，VJ[-1958)， 21 oo+ (長野県

美 71京，国一1957~'58)。

消化f苦長は体長の 3.8倍。前・仁!o・後賜の比率は

5 : 83 : 120 

前!揚:細く，短かく，末端は前胸の前部で終る。

中腸・体の中軸沿いに第 1腹節部に達し，左に峰

山，ついで体の左側方~øし、に C 字型に湾曲しつつ，

第 5腹節部を迂回して，第3腹節部中納まで逆行，更

に右にわずかに持曲の後，体の右側において左半回転

して第 1腹節部中刺lに戻るo 結局，以上で極めて不正

形の右 1回転を行なったことになる。続いて体の五万

における C 字形轡曲部の内側沿いに走り，再度第2

腹節部中判iに戻り，右後方に向って野山しつつ走り，

第 3腹節部中軸において前述の左半回転部の後部を急

激に轡曲しつつ背面側より腹面側に迂回する。ついで

腹部腹面倒を左前方に向って逆行，最初Jの C 字形跨

l曲部前方におし、て野山して再び背面側に抜け，第 1~

5腹節聞において大きく右半回転して第 5腹節部中指tr

のやや右方に達する。続いて末端部の右小回転を経て

後腸に続く。最後の右小回転部は著るしく膨大し，第

6図版 Aに示した如く， 180
0 屈曲の形態を示し，中

!湯回転部の中央背面倒!に位置し，前部は第 3腹節部に

達する。なお，この部分の内容物は極めて密な螺旋状

を呈し，アルコール回定標本においては，中腸自体が

螺旋状に回転を行うが如き外観を呈する場合がある。

以上の迂回屈折を要約すれば，まず不正形五回転を行

なった後，極めて大きく S字形に轡l泊し，再び不正形

右回転を行ない，末端部の右小回転を経て後腸に続く

こととなる。 後述の Onthophagus. Caccobiusの種類

も細部の相異は見られるが，原則的には本留と同じ

く，左大回転→S字状笥曲→右大回転→右小回転

(または屈曲〉の様式を示す。太さは末端の膨大部を

除きほほ単一。末端部はその他の部分の約 3~4 倍の

太さを有する。 Cryptは A主主2.5B， 根俸状を呈す

る。

後日易:lJijノJ、協は短ノj、，第 5腹節部において横向に位
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置する。小・直脱毛~[Jlj部の前絞は第 2股節部に達す

る。後半部はやや膨大する。後日易各部分の比率は 10・

90。

Onthophagus lenzii HAROLl】

カドマルエンマコガネ(第 6[:K!I波 2)

制査材料・ 18o o + (東京， W!-1958)。

消化管長は体長の 5.5倍。 1河・中・後)助長の比率は

4: 85・110

前腸・細く，末端は前胸の前部で終る。

中日易.体の中軌沿いに中胸部に達し，漸次友にを'JillJ

し，第 1~4 腹長打開において大きく左 1 回転して第 2

腹節部中軸背面倒IJに達する。ついで体の左側プ0'I'i}v、に

後部に向い，第 5腹f{ri部Zニ方において右に 180
0

)日[1I[

または卯折して前方に向って逆行，第 4~2~4腹節部

にわたって右 2/3回転を行ない，最初の左回転部の右

後方背国側lに達する。ついで急激に匂曲して!仮面{日IJに

迂回し，第4!J:変節部腹前倒I]~第 1 腹節部背面倒にわた

って大きく右半回転し，第 1腹節部中紬背TIli側に達す

る。ついで体の右方における中腸回転部の外側沿L、に

右半回転し，第 5腹節部の中軸右方に達する。

ついで急激に太さを増し，体の前方に向って約 600

宅~J[出後，第 5~2腹i苅聞においてノj、さく右 1 回転する。

末端部の右小回転部の太さは他の部分の 3~4 倍に達

する。 Crypt は A~2.5B ，キ昆棒1犬を51する。

後腸・前小腸は短小，第 5 腹良(rj部中~'jUのやや右方に

おいて横向に位置する。小・直腸轡illl部の前線は第 3

!復節部に位置する。後腸各部分の比率は 10: 90。

Onthophagus bivertex HEYDEN 

シナノエンマコガネ(第7悶版1)

調査材料 :4oo+'2♀♀+ (長野県美ケ原V!I-

1957)。

消化管長は体長の 3.6倍 (3個体平均による〉。前・

中・後腸長の比率は 4: 85 : 11。

前腸:*ruく，末端は頭部後方または前胸の前部で終

るo

中賜:体の中軸i'f:tv、に第 1腹節部に達し，互に漸次

的!出し，第 2~4 E夏節聞において左 1回転の後，統いて

体の左方において左半回転して第5腹節中軸のやや左

方に達する。ついで体の前方に向って 1800
問[lI[し，

左半回転部の内側;什いに右2回転する。この第 1回転

部は右後プjにおいて最初JのE'.lITIJ転部の背Tllis{I]から腹

面側え迂回し，第2右回転部は万一部JブJにおし、て再び背

面倶1]に抜け，第 1~5 腹節部の中腸各@jí伝部の外側沿い

に走り，第 5腹筋部の中軸:白方に達し，末端部の右小

回転を経て後腸に統く。末端の右小回転部は第 4~5

目安 if!í聞の中央に位置し，太さは他の部分の1. 5~2 倍

に達する。 Cryptは A午 2.5B，t毘俸裂を呈する。

後日易:前小腸は短小，第 5J皮節部中山[[のやや右J]に

おいて横向きまたはやや左後方に向って斜に位置す

る。小.raJJ易符[II[部の前紋は第 3腹節部に達する。後

日必各部分の比率は 9:21。

Onthophagus ater WATERHOWSE 

クロマルエンマコガネ(第 7図版 2)

調査材料 :4oo+(東京， V!I-1958)， 2♀♀(長野県

松本， VH-1957)， 1 o+ (栃木県日光， 111/-1958)。

消化管長は体長の 3.0倍。前・中・後腸長の比率は

8・75: 170 本砲と近似極である O.atri pennisの消

化管の形態も 2個体について検した限りにおいては本

極と断似する。

前!湯:細く，末端は前胸の前縁部で終る。

中!湯:迂回J訂折様式は前極と似る。最初の左 1回転

ば第 1~2 版節問において小さく行なわれ，ついで轡

[111しつつ左後方に向い，第 1)反節後部左方において内

側に 180。屈曲して第2腹節前部中軸に戻る。ついで

渦巻状に右1.5回転を行なうが，最初の半回転は第 2

~4 腹節聞の右方におし、て小さく，続く右 1 回転部は

第 4~1~4 腹節にわたり大きく迂回する。ついで第 3

~4 腹節部右方において右小回転を行ない，後腸に

続く，太さは末端部の右小回転部を含みほぽ単一。

Cryptは末端部においても粗に分布し A干 2.5B，混

棒{!f~ を呈するo

後腸・前小腸は短小，第 4 腹節古~l中判iの右方におい

て横向に位置する。小・直腸轡出i部の前縁は第2腹節

部に達する。後日号各部分の比率は 11: 890 なお，本

種の 1個体において小・直腸湾出l部を境として左右の

表面形態がやや異るものが認められた。これは明らか

に小腸・[盲腸部の境界と思われ，イ他也1極豆においても同様

にづ小、腸 .TI直E主叩「市E賜易部の境界は逆 U 字j形「彰2または馬E蹄市

部のほぼ中央に存在在すするものと思われるo

Caccobius jessoe削 isHAROLD 

マエカドエンマコガネ (~7 図版 3)

剥査材料 12o O + (長野県夢科山， vrr-1958)， 9 

OO+ (長!J!f県美ケ原，国一1958)。

消化管長は体長の 3.3倍。前・中・後l助長の比率は

7 : 77 : 16。本極のi丘似程 C.brevisの消化管の形態

も 3個体を検した限りにおいては本極と酷似する。

前腸.細く，末端は前胸の前部で終る。

中腸:体の中車[I[沿いに第 1腹節部に達し，やや互に



梅谷・知、角類(鞘遡目〉の消化管の比較形態学的研究 71 

替iJl1の後， '儲長円形に第 1~3 腹節間におし、て左 1 回

転し，そのまま簿!日1しつつ体の左後方に走り，第4腹

節部左方に達する。ついで内側に 1800屈曲し，右に

湾出しつつ第2腹筋部中拘hまで逆行の後，右後方に走

り，最初の左回転部の右後部を背団側から腹国側に迂

回し，左前方に走り，第 1腹節部7xブfにおいて，再度

迂回して背「信仰lに抜け，続いて体の右方において大き

く右半回転して第 5腹節部中軸のやや右方に達する。

ついで太さを約 3 倍に増し，第 5~3 腹節聞において

右小回転を行ない後腸に続くが，最後の右小回転部は

円形回転をなさず第 7図版 3Aに示す如き屈折を行な

っている個体が多し、。 Cryptは A土 2.5B，視棒型を

呈する。

後腸:前小腸は短小，第5腹節部の中軸右方におい

てわずかに湾曲して横向に位置する。小・直腸管I山部

の前縁は第3腹節部に達する。後腸各部分の比率は

12: 88。

( 2) Aphodiinaeマグソコガネ亜科

Aphodius rectus MOTSCHULSKY 

マグソコガネ(第 8図版 1)

調査材料 42)合十・ 2♀♀+ (札幌， X-1955)， 12 

oo+・4♀♀+(東京都下府中， vrr-1957~' 58)。

消化管長は体長の1.9倍。前・中・後腸長の比率は

8 : 71 : 210 

前賜:短小，末端は前胸の首'Ij部で終る。

中協:極めて太く，体の中高h沿いに第 3!復節部に達

し，互に 1300 胆折の後，第 2~4 腹節聞の左方にお

いて左 1回転して第2腹節中取h背面i{l¥I]に戻る。ついで

漸次太さを減じつつ均的して右後方に走り，第 3腹節

部中軸の右方において小さく右 1回転して後脇に続

く。太さは最後のノJ、回転部において最も潟l!く，最大部

の約 1/4となる。本極の迂回屈折様式には個体変異が

多く，極端な場合には最初の;5::屈1I11部が消失し，中勝

は中軸沿いに第4腹節部に達し，右に主雪山，中軸の右

方におし、て小さく左三1"回転して第1R夏節中納の背面倒1]

に戻り，右後方に向って急激に湾曲して走り，第H変

節部右方において右小回転を行う〔第8図版 1B)， 

また第 8図版 1Aに示す立iJく両者の中間的迂回)iJj折

を示す個体もある。しかし，長さはいずれの個体にお

いても殆ど変化が見られなかった。本径と近似磁の

A. urostigmaの消化管の形態も本極と酷似するが， 4 

位l体を検した限りにおいては中腸部にかかる変異は見

られなかった。 Cryptは A=3B，I自主'Jを皇する。

後腸:前小腸は短小，第4腹節部中軸のやや右方に

おいて横向に位置する。小腸は体の左前方に向ってわ

ずかに逆行の後， 180
0互に屈折して後方に向う。基

部においては細く，漸次太さを増し末端部においては

約 3倍，中腸最大部の約 1/3となる。表面は平滑，不

規則な深iiii:が走る。直腸は袋状を呈し，短小，体の中

車duf}v、に位置する。太さは小腸最大部とほぼ等しい。

後腸各部分の北率は 10: 70 : 20。

Aphodius haroldianus BALTHASAR 

オオマグソコガネ(第 8図版 2)

調査材料:18 O O + (長野県美ケ原， Vll~四一1957~

'58)， 4 o合+(長野県夢科山， ¥ID-1958)， 7 

oo+ (東京都下府中，四一1958)。

消化管長は体長の1.8倍。前・中・後腸長の上と率は

10 : 67 : 23。本種と近似種の A.elegansの消化管の

形態は本種と酷似する。

前宇腸:短小，末端は前胸の前音I~で終る。

中腸:板めて太く，体の中車Ih沿いに第 3腹節部に達

し，急激に約 1/3に太さを減じ，左に笥Iftlの後，極め

て小さく右半回転して第2腹節部後部背面MI]を右方に

向って走り，第 3~4 腹節部右方において右半回転

し，再び太さを最大部の 1/3に増しつつ小さく右 1回

転して，第4腹節部中軸のやや右方において後腸に続

く。 Cryptは Aミ2.5B，筒型を呈する。

後腸・形態は前記 A.rectusと酷似するが小腸の加

折部は本種においては V 字形に率引11する。後腸各部

分の比率は 12:67:210

Rhy palus peninsularis ARROW 

セスジツツマグソコガネ(第 8図版 3)

調査材料 3o色・ 2♀♀(九州佐多仰，Vl-1956)。

消化管長は体長の1.9倍 (3個体平均による〉。前・

中・後賜長の比率は 8: 62 : 300 

前日易.極めて細く，末端は前胸の前部で終る。

中腸.体の中軸沿いに第2腹節部に達し，右に小さ

く1回転して第 1腹節部中判Iの背国側に達し，そのま

ま更に 1/4回転して，野[111しつつ体の右側方沿いに走

り，第 4 腹節部に至り友に轡l出，第 4~2 腹節聞にお

いて;{:j1回転して後腸に続く。太さは比較的利1く，%

1回転部がわずかに太い。第2回転部の左前部は第 1

回転部の右後部背面に接触するが，第 8図版 3Aに示

す虫IIく，両回転部が桜度に小さく，それぞれ離れて位

置する形態が 1個体におし、て認められた。 しかし，本

極の材料はすべてアルコール固定標本によったため，

この 2型が個体変異か，内容物の影響iによるものであ
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るかは不明である。 Cryptは板めて細く，長く A宇

5B，根棒引を長する。

後日お:前小!協は細く，比較的長い。体の左前ブJに向

って走り，第3JJ変節部まで逆行する。ノj、協は前小腸と

逆 V 字形に接続し，やや右に事Ifllllしつつ後方に走

る。基部は中l助とほぼ等しい太さを有するも末端に及

ぶに従L、車IIIくなる。 il主脇は短ノj-，体の中車111沿し、に位置

する。後)湯各部分の表ffii形態は Aphodius類と似る。

比率は 20: 60 : 200 

( b ) Melolonthides コガネムシ群

筆者の検した本群に属する種類は， ¥， 、ずれもマルピ

ギ氏管の開口位置は瓦型であるので，個々の記載に

は省略する。

( 1) Rutelinae スジコガネ虫科

筆者の検した本並科に属する種類は，いずれも

Cryptが極めて小さく， A:;:三B の半球型を呈し，比

較的密に分布するo また，後腸部はいずれも小腸が太

く，体の前方に向って逆S字状に逆行し，末術部は急

激に細くなり，蛇行する。

表面は密なる規則的な凹凸が認められるが，膨大時

には消失して平滑となる，直腸は表面に等間隔に 6条

の縦条が走り，その聞を多数の横条が走り蜘燃の巣状

を呈する。直腸は腹部の左側方沿いに轡曲して日工門に

至る。通常基部は古田く， *1次太さを増し，末端部に至

り，再び細まる。これらの諸点に関しーては個々の記載

に際して省略する。なお，小腸の蛇行部分はいわゆる

結腸に相当すると思われるが，表直l形態は小腸に酷似

し，かつ小腸との境界が太さのほかは判然としないの

で以下小腸に含めて扱うこととする。

Anomala cuprea HOPE 

ドウ方ネプイプイ(第 9図版 1)

調査材料・ 13OO十(東京， V1H958)。

消化管長は体長の 4目2倍。前・中・後日易長の比率は

5: 65・30。

前i湯.短小，末端は前胸の)前部で終る。

中!防:体の中軸沿いに第 1腹節部に至り，わずかに

左に轡IllJの後，第2腹節部におし、て V 字:V{に回折す

る。ついで第 1~3 腹節聞におし、て右半回転して第 3

腹節部腹[訂側に達し，第 2~3 腹節部において腹背部

にわたって大きく右 1回転し，続いてやや小さく右半

回転して第 1回転部の左背部後側面に援し，直ちに腹

Tlfi側に向って屈折またはJITllt!1してそのまま第1回転部

五背部の内側を小さく起'11111して前方に抜け，第 1回転

部五背部前iliiにj支したまま左にJlL¥11I1し，統し、て体の右

後方に向って草寺山し，各回転部の中心を抜けて第3腹

i布部右方において後11易に続く。太さは最初Jの半回転部

まで太く，以下はやや車¥11まる。

後脇:flii小l坊は和[Jく，短かい。体のコ(生後プjに向って

2己主↓に位ほするも，ノj、)助の内容物の変化に伴う太さの

変形によって;ザI何は変化する。

小腸は第 4)復節部を左プjに向って走り，体の前方に

IrUって 1800 屈折して第 3 腹自~í部を右方に向い，前小

腸の背部右方において再び的1山，第 2腹節後部を小さ

く蛇行し，体の中取h左方において直腸に続く。後脇各

部分の比率は 6: 59 : 35。

Anomala lucens BALLION ツヤコガネ

(第9図版 2)

調査材料:10 O O + (札幌， ViI~湘一1955; 飼育)， 6 

合合(海道定山渓，羽[-1955~'57)。

消化管長は体長の 3.5倍。前・中・後!場長の比率は

9 : 61 : 30。

前腸・短小，末端は前胸の前部で終る。

中腸.体の中軸沿いに第2腹節部に達し，右に約

120。屈折して第 1~2 腹節聞の中軸右方において右

半回転を行なう。っし、で第 2腹節部の腹背部にわたっ

て大きく右 1向転し，続いてその後側而沿いに小さく

右 2/3回転する。以下の迂回屈折は前種と同じく，右

1回転部右背部内側を体の前方に抜け，屈Illlしてわず

かに互に走った後，右後方に向って野rlllし，各回転部

の中心、を走り，第 3腹節部右方において後l揚に続く。

太さは最初の右半回転部まで太く，以下やや利1/まる。

なお，本撞の近似極 A.daimianaの中脇の迂回出折

様式も本極に酷似する。

後腸:前小腸は短小，細く，末端部は再に細まる。

体の左後方に向って右斜に位置する。小腸は第 3~4

腹節聞において逆S字状に屈折・ IITJr出して位置し，直

腸は体の前方に向ってわずかに逆行の後， U字形に

湾曲して腹部左側方沿いに日工門に至る。本砲の小腸は

第 9図版 2Aに示す立rIく， 1也f互に比較して小%であ

ったが，これは調査材料が羽化直後の個体を主とする

絶食状態のものであったためと考えられる。後l防各部

分の比率は 8:52 : 40。

Anomala rufocuprea MOTSCHULSKY 

ヒメコガネ(第 10図版 1)

調査材料:4 OO・21o o + (東京都下小金井ViI~

\1ll -1957~'58) 。

消化管長は体長の 3.6倍。前・中・後l助長の比率は

4 : 61 : 350 
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前腸:短小，末端は前胸の前音Ilで終る。

中賜・体の中軸沿いに第1腹節部に達し，やや左に

野山]し，第2腹節部において V 字形に屈折して第 1

~3 腹節間におし、て右半回転を行なう。ついで第 1~

3腹節聞において大きく腹背部にわたって右 1回転

し，前種と同様に続いて小さく右半回転，屈折・ j白l出

を行ない，第4腹節部右方において後腸に続く。最後

の屈折・Jffil曲部は本種におし、ては前種よりもやや単純

で，第 1右回転部背面部右方の内倶IJを，体の前方に向

い光全に横切ることなく，屈折して後部に向う。太さ

は最後の屈折・屈曲部以下がやや細い。

後腸:前小腸は極めて短小，わずかに左斜に位置す

る。小腸の末端蛇行部は短かく，第 3腹節部の中軸に

おいて直腸に続く。直腸は大きく替曲してJJJ門に至

る。

後脇各部分の比率は 5: 54 : 41。

Mimela splendens GYLLENHAL コガネムシ

(第 10図版 2)

調査材料: 2 (1)(1)・ 2♀♀(九州佐多岬， 百一1956)，

1 (1) (東京， VIH956)。

消化管長は体長の 3.9倍 (3個体平均による)。前・

中・後腸長の比率は 6: 63 : 310 

前協:短小，末端は前胸の前部で終る。

中協:体の中有fJ沿いに中胸後部に達してわずかに互

に轡曲し，第2腹節部において V 字形に約 1600
足i

1111す一る。ついで右半回転の後，前種と同様に第2腹節

部において大きく右1回転し，第3腹節部においてや

や小さく 2/3回転する。続し、て体の前方に向って 900

屈折して右 1回転部背部右方の内側を前方に抜け，極

めて小さく右半回転して，各回転部の中心を走り，第

3腹節部後部右方において後腸に続く。太さはほぼ単

一なるも，右 2/3回転部以下はわずかに細まる。

後腸:前小腸は短小，第 3~4 腹節間において左斜

に位置する。小腸は第 3~4 腹節間に位置し，第 3 腹

節部の左方において出且易に続く。後!揚各部分の比率は

7:62:310 

Minela costata HOPE オオスジコガネ

(第 11図版1)

調査材料 1(1) (札幌， 羽1-1955)， 1 (1)・ 1♀(北海

道苫小牧， W!-1957)， 2 (1)(1) (東京都下氷川，刊-

1956)。

消化管長は体長の 3.2倍 (3個体平均による〉。前・

中・後!防長の比率は 6: 52 : 41。

前)場:短小，末端は前胸の前部で終る。

中腸・本種は調査個体数が少なく，すべてアルコー

ル固定標本によったため多少の疑問は残るが，中腸の

迂回屈折様式は本亜科に属する他極と少しく異る。体

の中軸沿いに中胸部に達し，わずかに右に湾曲しつつ

更に後部に向い，第 3腹節部右方において 180。左に

屈折の後，第 2 腹節中軸まで逆行する。ついで第 2~

4腹節聞において大きく S字形に轡曲し，急激に内側

に屈曲の後 s字形轡曲部の後半回転部の内側!におい

て体の左前方に向って板めて小さく螺旋状に右2回転

する。ついで左に匂世iし，螺旋状回転部の内側を抜

け，第4腹節部右方において後腸に続く。太さはほぼ

単一なるも，螺旋状回転部以下はわずかに納まる。

後腸:前小腸は短小，やや左斜に位置する。小腸は

第 4~5 腹節間において逆 S 字状に密着して屈折し，

第4腹節部左方において副易に続く。直腸は第4腹節

部の左端において逆 U 字形に小さく轡Ittlし， その

まま左側方沿いに JJL門に至る。後腸各部分の比率は

6 : 58 : 360 

Mimela testacei pes MOTSCHULSKY 

スジコガネ(第 11図版 2)

調査材料 6色合十・ 3(1) (1) (札幌， VIl-1955~'56) ， 3 

色合(北海道定山渓， VIl-1955)， 12 (1)(1)+ (長野

県琴科山， V11-1958)。

消化管長は体長の 4.2倍。前・中・後腸長の比率

』ま 7: 50 : 430 

前腸:短小，末端は前胸の前部で終る。

中腸:体の中軸沿いに第 1腹節部に達し，やや左に

湾曲の後，V字形に右に屈折して大きく右半回転し

て第3腹節中軸に達する。ついで第3ft反節後部の腹直l

側より背面側にわたって大きく右 1回転し，そのまま

渦巻状に第 3腹節前部においてやや小さく更に右 1回

転する。続いて回転部の内側に向って 180
0

屈折し，

直ちに体の前方に向って再度 1800
屈折をなし，第2

腹節後部におし、てわずかにlr:方に向った後，体の右後

方に向って屈折し，回転部の中心を抜け，第4腹節部

右方において後腸に続く。太さは最初の右半回転まで

太く，以下はやや細まる。なお，同属の M.holoseri-

cesの中腸の迂回屈折様式も 2個体について検した限

りにおいては本種と酷似する。

後腸:前小腸は短小，やや五斜に位置する。小腸は

第 5~4 腹節聞に位置し，末端は第 4 腹節前部左方に

おいて直腸に続く。直腸はわずかに体の左方に向った

後，後方に向つで轡lillし，そのまま体の左側方沿いに

IJ工門に至る。後腸各部分の比率は 6: 60 : 340 
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Phyllopertha orientalis WATERHOUSE 

セマダラコカ、ネ(第 12図版1)

淵査材料 5合合(北海道柏山郡， ilIH954)， 7色合+

(東京， VlH958)， 3古色+ (長野県美ケ )jj{，羽ト

1957)。

消化管長は体長の 2.8倍。 riu'"1コ・後)場長の比率は

9 : 61 : 30。

rllj腸:極めて細く，末端は前胸の前部で終る。

中腸:体の中軸沿いに第1腹節部に達し，やや互に

轡JlBの後，第2腹節部において V 字形に湾曲し，体

の中軸において体の左後方に向って再皮 V 字形に湾

出lする。ついで第 3~1 1復節部の中車IIr左方において大

きく右半回転して第 1腹節部の中'iilhに戻り，そのまま

大きく第 1~3 腹f羽田jにおし、て右 1 回転する。

この 1回転部の後半は最初jの右半節転部の内側沿い

に走り，第 2 腹節部の右方に達する。っし、で腹Tf(i~1IJ に

向って 1800
屈折し，わずかに体の五方に走った後，

右後方に向って 90。轡出1し，右 1回転音flの中心を抜

けて第 3腹節部右方において後腸に続く。本極の迂回

屈折線式は筆者の検した Rutelinae中，最も単純であ

り，これを更に単純化せしむれば第 12図版 1Bに示

す如き右2回転となる。太さはほぼ単一。

後腸:前小腸は納lく短かい。体の左方に向ってやや

湾曲して位置する。ノj、腸は第 3~2 腹節間に位置する

も，末端部は蛇行せず，第2腹節部の中1411右方におい

て直腸に統く。 JÏ~:腸は体の左方に向って走った後，大

きく後方に草寺山し，体の左側方沿し、にIJI門に至る。後

J1易各部分の比率は 6: 50: 440 

Popillia japonica NEWMAN マメコガネ

(第 12図版 2)

調査材料:16~ó+ (東京， VI-1957)， 6古色+ (東京

都下小金井，VI-1957)，13~~ (長野県主主科山，

Vl!-1958)。

消化管長は体長の 3.2倍。前・中・後腸長の比率は

6 : 60: 34。

前腸:短小。末端は前胸の前部で終る。

中腸・体の中軸沿いに中胸部に達し，わずかに右に

母出!しつつ，第 1~4 腹節間において大きく右 2 回転

する。第2回転部はわずかに後方にずれて第 1回転部

の背市lに重なる。かくして，第 1回転部右前部の内側

に達し，腹fiti側に向って左 180
0 ffH折をなし，第 1回

転部右前方の腹fii側に接し左方に向い，体の中軸にお

いて，右後方に向って簿曲し，両回転部の中心を抜け

て第 3腹節部右方において後!院に続く。上記の中，左

1800 JTI.¥t庁部は個体変異が認められ，最も顕著な個体

においては第 12図版 2Aに示す虫rrく，体の前方に向

って 90。屈折して，第 1回転部の外側を締切った後，

再び五に 900
屈折して!!1'O 回転部の前部外側沿いにわ

ずかに左に走り，右後方に向ってが?曲する。太さは第

1回転部の前半までが最も太いが，個体によっては単

一なものもある。

後賜:前小腸は短小 li.斜に位置する。 小)院は第

4~2 腹節間において， 中腸回転部の背面に重なり，

末端は第2ll変節部の左端に達する。[直腸は体の左側方

沿いに走る。後腸各部分の比率は 6: 58 : 36。

( 2 ) Sericinae ビロウドコガネ亜科

筆者の検した次記2種は，共に中・後)防部の表面形

態および Cryptの形態が Ruterinae類と酷似するの

でその記紋は省略する。

Autosel'ica castanea ARROW 

アカビロウドコガネ(第 13図版1)

調査材料:14~~+ (東京， V1I~ì直[-1958)

消化管長は体長の 2.5倍。前・中・後脇長の比率は

29 : 36 : 35。

前腸極めて長い。体の中血1I沿いに中胸部に達し，

左に湾出iしつつ更に後部に向L、，第2腹節部左端にお

いて後腸に続く。後部に至り漸次太さを増し顕著な

Cropを形成する。表面は基部においては平滑なるも，

膨大部は微細な績袋でおおわれる。

中腸:Jlíî腸と V 字形に接続し，第 1~3 腹節問に

おいて大きく右 1回転して第2腹節部tE.端に戻り，続

いて右に湾出し，回転部の中央を右方に走り，回転部

の左方背面に達し，腹国側え 1800 左屈折し，小さく

li.半回転して回転部の中心を背面側右後方に抜け，第

3腹節部右方において後腸に続く。太く，末端に及ぶ

に従ってやや車!日くなる。

最初の回転部の前半部は， 20条前後の検深dliが走

り波状を呈する。末端部の太さは基部附近の約 1/2。

後腸:前小腸は短小，第 3~4 腹節部聞の右方におい

て左斜に位置する。小協は第4腹節部を五万に走り，

中軸において体の前方に向って約 400
屈折し，第2

腹筋部後部左端に達した後，体の後方に向って 180
0

屈折し，腹部左側方沿いに蛇行して走り，第H夏目il部

において直腸に続く。太さは蛇行部は車!IIく，イ也は極め

て太い。在日易はそのまま体の左側方沿し、に紅門に亙

る。後賜各部分の比率は 6: 54 : 400 

Sel'icania sachalinensis MATSUMURA 
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カラフトチャイロコガネ(第 13図版 2)

調査材料 1O・2♀♀(北海道糠平，四一1959)。

消化管長は体長の 2.2倍(雌 2個体平均による〕。

前・中・後腸長の比率は 30・38: 32
0 

前賜:極めて長い。納く，体の中軸沿いに中腸部に

達し，急激に膨大しつつ体の左後方に向い，末端部は

再度急激に和iまり第2腹節部左端において中腸に続

く。 fiPち，本極もまた前種と同じく顕著な Cropを有

するが，その形態は第 13図版に示す如くやや異な

る。表面は平計千。

中腸・筆者の検した 3個体は，雌雄によって迂回回

折様式が相違し，雄はより単純であったが，個体数が

少ないため，雌雄差によるためか，個体変異かは不詳

である。とりあえずここにおいては別個に記載してお

く。

雌においては前防と接続後直ちに V 字形に右にhli

rtllまたは屈折し，第2腹節部の左方から右方に向って

右半回転する。ついで第 2~3 腹節部の腹背部にわた

って大きく右 1回転して第2腹節部右端に戻り，その

後方に接して小さく右 1回転して轡曲しつつ右後方に

向い，第4A長節部右方において後賜に続く。最後の右

小回転部は円形をなさず， 180。周折して回転する。

太さは右大回転部および最後の小回転の屈折部がえ;

く，他はやや細い〔第 13図版 2A)。

雄においては雌における右大回転部が消失し，最

初の左右にわたる右半回転の後， 直ちに最後の右小

回転(日i折)部に接続する太さは本個体においては

最初の右半回転部が太く，以下はやや細まる(第 13

図版 2B)。

後腸・前小腸は極めて短小，第4腹節部右方におい

て体の中軸と平行に位置する。小腸は極めて太く，第

4~5 腹節部を右方より五方に向って走り，末端部に

至り急激に細くなり，体の左前方にわずかに逆行の

後，逆 V 字形に左後方に向って急激に管曲して直腸

に続く。なお小腸中央部はわずかに体の前方に向って

屈灯する。直腸は体の友側方沿いにI工円に至り，太く

がJ錘形を呈する。各部分の北率は 12: 42 : 46。

( 3) Me¥o¥onthinae コフキコガネ亜科

本亜科に属する種類の Cryptを含む消化管各部分

の表同形態および後腸部の迂回屈折様式，太さなどは

前記の Ruterinae類と酷似するので，以下個々の記載

においてはこの点は省略する。

Granida albolineata MOTSCHULSKY 

シロスジコガネ(第 14図版 2)

調査材料 2OO  .2♀♀(北i毎道白走， WH954)。

消化管長は体長の 3.5倍(3個体平均による〉。前・

中・後腸長のよ七率は 5: 60 : 350 

前腸:細く，短かく，末端は前胸の前線部で終る。

中腸.体の中軸沿いに第 1腹節部に達し，V 字形

に約 1200
右屈折する。個体によってはわずかに左に

湾曲の後，屈折を行なう。ついで第 1~4 腹節問にお

いて大きく右2回転して第2腹節部の中前h右方に達す

る。第2回転部は第 1回転部の背部に重なる。続し、て

体の前方に向って 1800
屈折し，第 2回転部の右前部

腹国側に接してわずかに左に向った後，体の右後方に

向って大きく空事前1して，第2回転部後方背面倒lを横切

り，第4腹節後部右端において後日易に続く。太さは第

2回転部後半以下がやや細くなるほかはほぼ単一。

後腸:前小腸は短小。体の左方に向って横向きに位

(宣する。ノj、践は体の左前方に向って第 3腹節後部左方

まで逆行し，右に 130。屈折して右方に走り，第 3腹

節前部右方において互に 1800
屈折し，左方に向い蛇

行しつつ走り，左端において直腸に続く。なお逆S字

形屈折部がし、ずれも 1800
屈折をなすものが 1個体に

おいて認められた。直腸は体の前方に向ってわずかに

逆行した後，逆 U 字形に小さくを守曲して体の左側方

沿いに!江円に至る。後賜各部分の比率は 5: 58・370

Melolontha japonicαBURMEISTER 

コアキコガネ(第 15図版1)

調査材料:21 OO  + (東京，羽I~四 1958)。

消化管長は体長の 3.5倍。前・中・後賜長の比率は

4 : 61 : 35。

前脇:細く，末端は前胸の前部で終る。

中腸:体の中軸沿いに中胸部に至り，漸次互に轡曲

しつつ第 3腹節部左方に達する。ついで V 字形に右

に 1800
屈折して第 1腹節部中軸まで逆行した後，第

1~3 腹節間において大きく右回転する。 この回転部

の左方は V 字形屈折部の腹面白4から背国側に迂回す

る。ついで第 1~2 腹節部中軸右方において小さく渦

巻状に右 1回転し，第2回転部の右前方腹面側に接触

しつつ極めて小さく左 1回転を行ない，第2右回転部

の中心を抜けて第f4腹節部右端におし、て後賜に続く。

最後の左小回転部は第 15図版 1Bに示す如く，ほぼ

正円形を呈するが，個体によっては C，D に示す如

く，不正円または単に屈折を行なうのみのものも見ら

れる。太さは最初の V 字形屈折部まで太く，以下や

や細まる。

後腸:前小l防は短小，やや左斜に位置する。小腸は
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第 4~3 腹節聞におし、て逆 S 字状に 2 皮 1800 問折を Cryptは Me¥o¥onthinaeに属する前記の砥類より大

行なって逆行し，第 3腹節部における中膨の V 字形 形でやや密に分布する。

回折部の背部において直腸に続く。直腸は革111111して体 後l協:前小腸は短小，第4)反節前部右方において体

の左側方沿いに1J1門に至る。後脇各部分の比率は 5: の中軸と平行に位置する。小腸は第4腹節後部を五ブi

54: 41。 に走り ，t;:.端において体の前方に向って 180
0
屈折し

Lαchnosterna kiotonensis BRENSKE て体の中判lに戻り， 再度 1200~1600 屈折して第 3

クロコガネ(第 15図版 2) 腹節前部の五万で直腸に続く。末端部においても太

調材材料・ 14~~(東京， V:(957)。 く，蛇行しない。

消化管長は体長の 4.4倍。前・中・後賜長の比率は 直腸は小腸と逆 V 字形に挨続し，体の左側.11方沿い

4 : 65 : 310 にIJ工門に至る。後腸各部分のi七率は 4:52・44。

前腸.細く，末端は前胸の前部で終る。(4) Hop¥iinae アシナガコガネ亜科

中腸・体の中軸沿いに中胸部に達し，わずかに左に 筆者の検した次記2極は，共に消化管各部分の表団

替市1しつつ第4腹節部王子:方に達する。ついで V 字形 形態および Cryptの形態が前記 Ruta¥inae類と酷似

に右に 1800屈[111の後，第 1N 4腹節問において右 3 するのでその記載は省略する。

回転する。第2回転部は第 1回転部の背部にやや後方 Ectinohoplia abdllcta MOTSCHULSKY 

にずれて重なり，第 3回転部は第 2回転部の内侭.lJ沿い ヒメハナムグリ(第 16図版 1)

に走り，第 3腹節前部中山I!に達する。ついで第 2， 3 調査材料 2色合+・ 1♀+(東京都下高尾山 VI一

回転部の前部腹面側を体の前方に向って S字形に轡l百 1957)。

して走り，体の右後方に向ってそ響曲，第 3回転部の中 消化管長は体長の 2.4倍 (2個体平均による〕。前・

心を走り，第4腹節後部右方において後腸に続く。太 中・後!防長の比率は 8: 63・29。

さはほぼ単一なるも，個体によっては第 2回転部以下 前腸:細く，末端は前胸の前部で終る。

がわずかに細まる。 中腸:体の中軸沿いに第 1 腹節部に達し，第 1~3

後腸:前小腸は極めて短小，小腸は第 5~3 腹節間 腹節聞において，体の左方に偏して右 1回転して体の

において逆S字状に 2度 180
0屈折・四位lを行ない， 中軸背部に至り，続いて第 1腹節後部~第 3腹節前部

第 3腹節部正方において[色腸に続く。 i直腸はわずかに 聞において体の右方に偏して 1・1/3回転して第 3腹

体の前方に向った後，逆 U 字形に小さくもf曲し，そ 節部右方において後腸に続く。第2回転部左方は第1

のまま体の友関11方沿いにJlI門に至る。後賜各部分のi七 回転部右方背面に重なる。太さは第 1回転部まで太く

率は 4: 60 : 360 ほぼ単一。以下わずかに制くなり，末端に至り再びゃ

Heptophylla picea MOTSCHULSKY や太くなる。また筆者の検した個体中，第 16図版 1

ナガチャコガネ(第 14図版1) A に示す如く，両回転部が前後にずれて重なる形態

調査材料 1~+・ 7 合合(札幌， vrr一四一1955~'57) ， が見られた。

8色合・ 6~~ (東京， VI-1957，四一1958)。 後腸:前小腸は細く，短かく，第 3腹節部右方にお

消化管長は体長の 2.2倍。前・中・後腸長の比率は いて右斜に位置する。小腸は短大，第 3腹節部腹面仮11

21 : 42 : 37。 より左方背面1l¥11にわたって V字形に屈折して位置し，

前腸:比較的長く，体の中軸沿いに走り，末端は前 第 3腹節部中州Iにおいて直腸に続く。直腸は体の後方

胸の後部に達する。太さは一様ならず，数個所に帝国い に向って大きく主響曲し，腹部左側方沿いに!江円に至

部分が認められるが， Cropは認められなし、。 る。後腸各部分の比率は 8: 22 : 70。

中腸:体の中軸沿いに第 1腹節部に達し，右に 900 Ectinohoplia rllfipes MOTSCHULSKY 

湾曲して右方に向った後，体の五後方に向って V 字 カバイロアシナガコガネ(第 16図版 2)

形に差響曲する。ついで第 2ft夏節部において腹間似11から 調査料料:23色合+ (長野県美ケ原， vrr-1957)。

背面倶11にわたって右 1回転して第2腹節部左方に達 消化管長は体長の 2.3倍。前・中・後腸長の比率は

し，体の後方に向って湾出jの後，第 3腹節部の中軸右 9:60;310 

方において小さく右 1回転して後腸に続く。太さは最 前腸・細く，末端は前胸の前部で終る。

がjの 90
0 事，lflll1部まで太く，以下はやや和uい。本経の 中Jj易:前極とほぼ同様の形態を示すが，本極におい
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ては第 1回転部が前額.の如き円形をなさず，第 2腹節 如く， 180。轡曲部がすぺて屈折部となり，中腸第2回

部左方において 1800

屈折して回転する。また両回転 転部の内側において直腸に続く形態が数個体において

部は体の中軸沿いに位置し左・右に偏しない。末端は 見られた。直腸は体の右後方に向って轡曲した後，後

第 3H変節部中軸のやや右方に達する。太さは前砲と同 方に向って体の左方に偏して逆S字状に大きく屈折ま

様である。 たは屈曲し，第 5腹節部の中軸左方に達し，後部に向つ

後腸:前小腸は細く，短かし、。小腸は短大で，第4 て 90。屈f斤してIll:円に至る。直腸は個体によってはよ

腹節部において中軸を境として小腸と V 字形に接続 り単純な屈折様式を示し，極端な場合には第 16図版 3

する。個体によっては体の前方に向ってわずかに屈折 Cに示す如く，各屈折・屈曲部が綾角度に変形する。

するが，大郊分は屈折を行なわない。直腸の形態は前 後腸各部分の比率は 4: 51 : 45。なお，中腸・小腸・

種と同様である。後腸各部分の比率は 8: 19 : 730 直腸部における迂回屈折様式の個体変異は相互間の組

( 5) Dynastinae カブトムシ亜科 合せには関係なく，各部分単独で起る。第 16図版 3

Allomyrina dichotomus LINNE カブトムシ Cはそれぞれの部分における最も極端な変異を集めて

(第 16図版 3) 作図したものである。

調査材料 5会合・ 2♀♀， 22合合+・ 2♀♀+(東京都 ( 6 ) Valginae ヒラタハナムグリE科

下小金井， VIl~四H957~'58) ， 2 ~~・ 1 ♀(三重 Nip抑制叩19usangusticollis WATERHOUSE 

県津， VIII-l956)。 ヒラタハナムグリ(第8図版 5)

消化管長は体長の 3.1倍。前・中・後腸長の比率は 調査材料 3~ 合(九州英彦山， Vl-1956)， 2 ~ ~ (東

7 : 43 : 500 Cryptを含む消化管の表面形態は前記 京， Y-1958)， 2 ~合(長野県松本， VI-1957)。

Rutelinae類と酷似する。 消化管長は体長の1.9倍。個体平均による)。前・

前腸:細く，末端はわずかに膨大し，前胸の中部に 中・後腸長の比率は 40・26:34。

達する。太さはほぼ単一。 前腸:細く，長い。体の中軸沿いに中胸部に達し，

中腸.体の中軸沿いに第 1腹節部に達し， V 字形 漸次右に湾出iしつつ走り，末端は膨大しつつ，第 3腹

に右に 120
0
屈折の後，右半回転して第2腹節部の中 節部右端に達する。

軸腹商側に達する。ついで第 2~3 腹節間において腹 中腸:前腸とほぼ直角に接続し，第 3腹節部におい

背部にわたって大きく右 1回転し，続いてその内側沿 て体の五万に向いやや前方に場曲しつつ走り，左端に

いに右 2/3回転して第 2腹節部の中軸右方に達する。 おいて J字形にわずかに轡曲して後腸に続く。末端部

次に通常の個体においては，第 16図版 3Aに示す如 は個体によっては第8図版 5Aに示す如く，体の前

く，第2回転部の内側にわずーかに折れ込み，直ちに屈 方に向って約 90
0

湾曲してわずかに逆行の後，右に

折して体の右後方に向い，第4腹節前部右方におし、て 180
0
屈折して後腸に続く。太く，末端部は急激に細

後腸に続く。この部分は個体によっては 3Bに示す如 くなる。 Cryptは密に分布し中型 Aミ1.5B，筒型を

く，第2回転部末端において直接後腸に続くもの，第 呈する。

2回転部の内側に折れ込まず，体の後方に各って小さ 後腸:前小腸は短小，第 3腹節部左方において中腸

く五右に屈折して後腸に続くものがあり，前者の場合 左方前背部に横向，またはやや右後方に向って位置す

は更に 3Cに示す如く，第2回転部が第 1回転部の背 る。小腸は中腸の前背部沿いに右方に向い，体の中軸

部に重なる形態を示すものが 1個体において認められ のやや右方において後部に向い大きく轡曲し，中腸背

た。太さは最初の屈折部において最も太く，以下漸次 商を横切り第4腹節部右方において直腸に続く。太さ

わずかに帝国くなる。 は中腸の約 1/3でほぼ単一。表面は平沼。直腸は中腸

後腸:前小腸は短小，第4腹節部の中軸右方におい の約 1/2の太さを有し，袋状を呈し，やや湾曲しつつ

て五斜に位置する。なおマルピギ氏管の背面側の 1対 !江門に至る。後腸部の内容物の変化に伴う，太さの変

の基部問に勝脱が顕著に認められる。小腸は細く，第 化は少ない。後腸各部分の比率は 11: 43 : 460 

4腹節部右端において左方に向って母曲した後，逆S Valgvs pictu， HOPE オオヒラタハナムグリ

字状に体の右端から左端にわたって 2度 180
0 轡rlkを 〔第8図版 4)

なして体の前方に向って逆行し，第 3n変節後部左端に 調査材料 3~~ ・ 2 ♀♀(奄美大島， Y-1959)。

おいて直腸に続く。なお小腸は第 16図版 3Cに示す 消化管長は体長の 2.1倍 (3個体平均による〉。前・
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中・後脇長の比率は 37: 23 : 400 

各部分の表面形態は前記 Nipponovalgusangusti-

collisに酷似する。

前j湯:細く，体の中軸沿いに中胸部に迷し， ~1折次膨

大しつつ右方に和~ljli し，第 3 腹節部右端iにおいて急激

に納まり中l協に続く。後半部は大きく袋状に Cropを

形成する。

中)防:前腸と約 60。に接続し， !!f1 3~4 阪節部を :!lj

)jV~I.fこ符!日f して五万に向い，末)'0(1れ主体の前方に向し、小

さく J 字形に全'11111 して後j防に続く。先端部より ~(J 2/3 

の部分が最も太く，両端部はやや細まる。

後日易:前小腸は短小，第 3股節古IltJ::方において左斜

に位置する。小腸は中賜の前背部沿いに走り，第 3!度

節部右方におし、て直腸に続く。直腸は桂子l山して中賜背

面を横切りj江円に至る。ノj、腸・「由一腸は共に袋状を52

し，小腸は中協の 1/2~1/3，陪腸最大部は中日易の 1/2

の太さを有するも，直腸は内容物の変化にやl'い多少太

さが変化を受ける。各部分の比率は 14: 38 : 480 

( 7) Trichiinae トラハナムグリ亜科

次記 3極は内容物の変化に伴って後腸部の太さは変

化を受け， 表同形態は小腸・菌防共に平治， 袋状を

呈し，通常は数条の縦およひ、横深1M-が走る。 Cryptは

Aミ1.5B。なお前腸の末端iはわずかに膨大して Crop

を形成する。

Gnorimus viridiopacus LEWIS 

アオアシナカ、ハナムグリ(第 17図版 2)

調査材料:20 oo  (北i毎道然別湖，四一1954)。

消化管長は体長の 2.0倍。前・中・後賜長の比率は

9 : 68 : 23。

前腸:細く，末端は前胸の中部に達する。

中腸.体の中判I沿いに第 1腹節部に至り，右 2回転

する。第 1 回転部は第 1~3 腹節部の中軸左方に位置

し，第 1腹節部の中i/4l1背部に戻る。第 2回転部は第 1

回転部よりやや大きく，同腹節問において中軸の右方

に偏して回転し，その左方腹宿側は第 1回転部右方背

面に位置して末端は第2腹節部中制iに戻る。

続いて第2回転、部左前部内側沿いにわずかに右方に

向った後，後腸に続く。 Cryptは半球型を呈し，小

形，やや粗に分布する。

後腸.前小腸は第2腹節部右方において体の後方に

向って右半円形に轡LlIlして位置する。小腸はわずかに

右左に 2度屈折して後部に向い，第4H変節部中制lにお

いて直腸に続くが，個体によっては第 17図版 2Aに

示す主nく，中腸第2回転i部の内側を&.方に向い，体の

中和Iiにおいて後方に向って 180
0屈折し，右方に戻

り，後方に向って約 900屈折または府IlIlじて後部に向

う。市l防は体の中洲市川、に)J仁門に至る， 24U部はWi状に

市11し、が，内容物充満時には一線に太くなる。後脇各部

う〉のよ七率は 10:53:370

Trichius japonicus JANSON トラハナムグリ

(第 17図版 1)

刈守!t材料 2oo+・4oo・1♀(;化海道定ILI1'k， VIト

1954~'55)。

消化f庁長は体長の1.7倍。前・中・後l助長のJ七率は

17・45: 38。なおヌドmと同属の T.succinctusの消化

管の形態も 2伺体を検した限りにおいては本積と酷似

する。

前l助・納く，末端は前胸の後部に達するs

中)揚.体の中市411沿いに第 1腹節部に達し，わずかに

右に跨l柏の後，体の左方に偏して!!f41~3 股節聞にお

いて右 1 回転し，そのまま右方jこおいて右 1/3~2/3

回転して第 3腹節中軸またはやや右方において後腸に

続く。末端は第 1回転部の後部背面に接触する。太さ

はほぼ単一。 Cryptは中烈， 1~日wを呈し，密に分布す

る。

後)防:前小JI易は短小，やや;('Iに符1111して体の前方に

向って逆行するが，位置は第 17図版 1Aに示す如!

く，中))易末端部の位置によって変化する。小腸は前小

腸と逆 V 字形に接続し，右後方に向って湾曲した

後，第4腹節部の中車Ihにおいて直腸に続く。 i直腸は体

の中~illl沿いにIJr門に至る。

通常，基部は布111犬に細し、。後賜各部分の北本は 12・

46・420

Paratrichius doenitzi HAROLD 

オオトラフコガネ(第 17図版 3)

;]tu査材料・ 5oo .2♀♀(奄美大島， V-1959)。

消化管長は体長の 2.0倍。前・中・後腸長の比率は

15・50:35。

前腸・細く，末端は前極よりも顕著に膨大し，前胸

の後部に達する。

中腸:体の中軸沿いに第 1腹節部に達し，わずかに

左に笥曲しつつ第 1~3 腹節部の中軸左方におし、て右

1回転し，そのまま体の中刻I右方において右半回転し

て第 3腹節中軸において後脇に続く。太さは基部がや

や市!I¥，、ほかはほぼ単一。 Cryptは小型，半球裂を呈

し，やや密に分布する。

後腸・前小!揚は市mく，体の中車h沿いに右に弧状に匂

山しつつ前方に向って逆行し，第2J1変節中鳥hにおいて
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小腸に続く，小腸は第2腹節部をわずかに右に走った

後，体の左後方に向って 1200 J吊折し，第4腹節lL方

において直腸に続く。直腸は体の後方に向って小腸と

ほぼ直角に接続し，そのままJJ工門に至る。小腸末端部

および直腸基部は柄状に制まる。後腸各部分のJヒ率は

13 : 48 : 39。

( 8 ) Cetonii"nae ハナムグリ亜科

年者の検した4属6種はし、ずれも消化管の形態が酷

似するので以下属を異にする 3積について記載する。

なお，いずれも中腸は体の中取IJ沿いに腹部に達し，右

2回転の後，後腸に続く。第2回転部は第 1回転昔日よ

り大きく，末端部は第 1回転部の背面に右後方にずれ

て位置する。太さはほぼ単一。 Cryptは中型t密に分

布し Aミ1目 5Bの筒型Iを呈する。小腸・直腸は内容

物によって太さが変化するが，通常は小腸は太く，末

端に至るに従いやや制くなり，表面は平沼なるも，数

条の横深i，v;が走り段状を呈する。直腸は末端は太く，

基部は柄状に組iく，表面は平滑である。これらに関し

ては個々の記載において省略する。また次記の記載に

よる種間差は決定的なものではなく，同一種内におい

ても見られる程度の差であるが，各種類について最も

多くの個体におし、て見られた形態を記述する o

Torynorrhina unicolor MOTSCHULSKY 

アオカナプン(第 17図版 4)

調査材料:2 ~色ヘ 12 ~ ~(札幌，羽I~澗ー1954~'57) ，

4会合+ (北海道定山渓， VIIIー1954)， 2 ~ ~ (北

海遊然別i胡， 111H954)， 9~~ (北海道槍山郡，

四一1954)。

消化管長は体長の 2.3倍。前・中・後腸長の比率は

8・60: 320 

前腸.細く，末端は前胸の後部に達する。

中腸:第 1回転部は第 1"-'2腹節聞に位置し，第 2

回転部は第 1~3 R長節聞におし、て，やや左右に長し、桁

円形を呈して迂回する。

末端は第2n変節部中軸のやや右方に達する。

後賜.前小腸は短小，中央部が体の後方に向って約

1200 轡曲するo 小腸は中腸第 2回転部の内倶1Iにおい

て体の後方に向って 180
0

屈折して右方え約 2/3戻り

直腸に続く。直腸は主響曲して後部に向い，第4腹i布部

以下は体の中指h沿L、にIII門に至る。後l揚各部分の比率

』工 9: 37 : 54。

Protaetia insperata LEWIS 

ムラサキオオハナムグリ(第 17図版 5)

調査材料 3~~+ ・ 7 ~~(札幌， Vl[~\個 1954~'56) ，

4色合(北海道定山渓， VU-1957)， 3 ~ ~ (北海

道大雪山，国一1954)，3 ~ ~ (北海道櫓山郡， VIII-

1954) ， 1~+(北海道洞爺湖， VIII-1956)。

消化管長は体長の 2.4倍。前・中・後腸長の比率は

13 : 57・30。

前腸:納く，末端は前胸の中部に達する。

中賜:第 1 回転部は第 1~2 腹節問，第 2 回転、部は

第 1~4 腹節間に位置し，共にほぼ正円形を呈する。

末端は第2腹節部中軸のやや右方に達する。

後腸:各部分の屈折線式は前極とほぼ同様なるも，

小腸は屈折後，右方に約 3/4戻り，直腸は第 5腹節部

以下が体の中車rtl沿いに走る。

後l湯各部分の比率は 10: 34・560

Eucdonia pilifera MOTSCHULSKY 

ハナムグリ(第 17図版。

調査材料 4~ 合十・ 2 ♀♀(札幌 VU司1954~'57) ，

1 ~ +・ 3~~ (北海道定山渓，四 1955~'56) ， 5 

~合(北海道大雪山， VU-1954~'57) ， 5色合(北海

道然別湖，国一1954)，2 ~~+ (東京都下高尾山，

VI-1957)， 2 ~~ (:良好県美ケ原， VIII-1958)。

消化管長は体長の 2.2倍。前・中・後腸長の比率は

10・60:30。

前腸:細く，末端は前胸の中部に達する。

中腸・主将 1 回転部は第 1~3 腹節間，第 2 回転部は

第 1~4)復節聞に位置し，共にほぼIE円形を呈する。

末端は前記のH豆より更に右方に達するo

後腸:前小腸は中央部において体の後方に向って

180
0
屈折する。小腸は体の左後方に向って走り，中

j揚第2回転部の五後部背面において鈎形にぎf曲して直

腸に続く。直腸は体の右前方に阿ってわずかに逆行し

た後，小さく逆 U字形に湾曲して体の左後方に向い，

31'0>; 5 H支節部以下は体の中相h沿いに111:門に至る。後腸各

部分の比率は 9: 36 : 550 

V 研究結果および論議

前章において記逃した惚角類の消化管の形態に関す

る諸資料を総括して若干の考察を試みることとする。

i 個体変異

個々の種における消化管の迂回屈折様式の個体変異

は前章において記述した通りである。即ち卵巣が成熟

して消化管が圧迫されている雌を除けば，いずれの極

における場合も変異の程度は小さく，かつ一連の関

係を持った変異であった。材料の少ない Rhyparus
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peninsularis ARROWおよび Sericaniasachalinensis もその長さにはほとんど差がないことを示している。

MATSUMURAにおいては 2~\rJの迂回屈折株式が認めら 第 1・2表は比較的長い消化管を持つ2極類について

れたが，多数の材料が符られれば阿烈の中間的形態を の調査例である。両表共にiiう化管内に摂食物の充満し

持つ個体が発見されることと忠われる。また迂回屈折 た飽食状態の個体および絶食状態の個体を混入してあ

株式の複雑さの程度と個体変異の大小は必ずしも関係 るが，前・中・後!助長の比率，体長に対する消化管の

が認められない。 Copris類においては総角類中最も夜 長さはいずれも体長の個体変異のrlJを越えず，危険率

雑な迂回屈折を示す消化管を持つにかかわらず，その 99%以上の高率を以って有意な差は認められていな

個体変異は板めて少ないのに対し，はるかに単純な迂 い。従って消化管長を上述の如き比率で表現する限

回知折を示す Lucanusmacrifemoratus MOTSCHULSKY り，たとえ少数例外:に恭ずく平均lil[であってもそのれ

の消化管にかなり大きな変異性が認められるのはその 頼度はかなり高し、ものと推定される。

好ヤtである。 雌雄による消化管の形態の相違は，前述の如lく卵巣

消化管内の摂食物の量的変化が消化管の形態に及ぼ の成熟肥大による消化管の変形をさげるために材料の

す影響については，消化管の表面形態 ci汚・袋の消 討す限り雄を使用したので，充分なる比較はできない

失， Cryptの分布密度)および太さに変化を与える場 が，一部の種におし、て迂回廊折線式が雌より雄がわず

合は多いが，迂回屈折様式にはほとんど影響を与えな かに単純であったほかは特に差は認められなかった。

いことが判明した。

次に消化管の長さ，前・中・後賜長の比率，体長に対 ii 同一亜科内における比較

する消化管の長さ等に関する個体変異は，種によって 2種類以上の材料を検することができた 11亜科の

ほぼ一定したもEを示し，同種の個体問ではし、ずれも有 それぞれについて，糧問における消化管の形態を比較

意な差は認められなかった。このことは迂回屈折様式 すれば次の如くである。

に単純から複雑えと多少の個体変異が見られる場合で ( 1) Dorcinae (Lucanidae)に所属する 2属4frn

個体番号
(性別〉

第 1表 ミヤマダイコクコガネ Coprispecuariusにおける消化管長の個体変異

1(♀) 2(♀) 3(♀) 4(合) 5(色) 6(♀)7(♀) 8(合) 9(合〕 平 均 Ix2
-検定

体長 (mm)I 21 21 22 22 22 23 23 24 24 I 22.5(:t1.1) Iα>99% 

消 l前腸 4 4 4 5 4 4 3 5 5 I 4.2(::tO.7) I >99 

化 1..-1--. n8 I 1'ic.. 1 'i'J I 1"'71'¥ f"'Ji.1 '" r.'¥ I 管|中腸 I171 165 172 167 168 166 174 176 173 I 170.2(:t3.9) I >99 

長|後腸 19 19 17 16 17 17 18 19 18 I 17.8(土1.1)I >99 

(mm) 
|計 I193 

消化管長/体長 I9.2 

188 

9.0 

193 

8.8 

188 189 187 195 200 196 I 192.2(土3.6)I >99 

8.5 8.6 8.1 8.5 8.3 8.2 8.6(:t0.4) I >99 

第 2表 コアキコガネ Melolonthaiaponica (色〕における消化管長の個体変異

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平 均 x2-検定

体長(mm) 26 26 27 28 28 28 28 29 30 30 28.0(土1.2) α>99% 

消 前腸 4 3 4 4 4 3 4 4 4 4 3.8(土0.4) >99 

イ七 中腸 58 59 65 61 60 57 62 60 65 62 60.9(::t2.7) >99 
官'
長

後腸 36 36 33 37 32 32 33 37 32 34 34.2(土1.9) >99 

(mm) 
言十 98 98 102 102 96 92 99 101 101 100 98.9(土3.1) >99 

消化管長/限I38 3.8 3.8 3.6 3.4 3.3 3.5 35 3.4 3.3 3.5(士0.4)I >99 
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聞においては消化管の形態に銀本的な差異は見られな

い。ただ中勝部の迂回屈折様式にわずかな種間差が認

められるが，それは単純から複雑な様式えと移行し，

そこに緩めて密按な関連性が認められる(第7図， 3 

~6)。

(2) Geotrupinae (Geotrupidae)に所属する 1属

2穣問， Hopliinae (Scarabaeidae)に所属する 1属2

問問， Valginae (Sca.)に所属がる 2属2種.間 Trchi-

inae (Sca.)に所属する 3属4極問，および Cetoni-

inae (Sca.)に所属する 5属8種間における場合もそ

れぞれ Dorcinaeにおける場合と同様に根本的な差異

は認められない。

( 3) Sericinae (Sca.)に所属する 2属2種間にお

いては前掲の表面形態がやや呉なり，中腸末端部にお

ける最後の屈折が友右逆方向になっているほかは酷似

する。

( 4) Rutelinae (Sca.)に所属する 4属 10在主聞に

おいては， Cryptを含む消化管各部分の表面形態は酷

似する。迂回屈折様式は後腸部においては類似し，中

腸部においても Anomala属の 4極および Mimela

splendels GYLLENHAL の相互間においては各回転部

の大きさなどに若干の相違が見られるのみで，顕著な

差異はないが，これらに対して Mimelatestacei pes 

MOTSCHULSKY' M. holosericea FABRICIUS は最後の

3固にわたる小屈折部において，M. costαta HOREは

最初の屈折，半回転部および最後の小屈折部がそれぞ

れやや異なり ，Popillia japonica NEWMANも体の左

方における最初の屈折・半回転部が消失して単純化し

ている点において異なり ，Phyllopertha orientaris 

WATERHOUSE も最初の半回転部がし、ちじるしく小さ

く，それに続く第 1回転部が大きいために外見的には

特異な形態を呈する。 しかし，以上の如き差異はし、ず

れも軽微なものであり，外見的に異なる場合でもその

根本的な迂回屈折様式はよく類似しており，消化管の

全般的形態を考慮した場合，特に他と顕著に具なる消

化管を持つ種を指摘することはできない(第 11図，

7~9)。

( 5) Melolonthinae (Sca.)に所属する 4属4極

中， Granida' Melolontha' Lachnosterna属の H重は，

中腸の各回転部の大きさ・位置などに多少の差異があ

るために外見的にはやや異なるが，消化管の表面形

態・迂回屈折様式はいずれも酷似する。しかし，Hep-

tophylla piceαMOTSCHULSKYのみは後腸部における

誇形態は酷似するが，前腸がいちじるしく長く，中腸

が短い点(第4図)，および中腸の迂回屈折様式がは

るかに単純で， Cryptもやや大司IJである点において他

と呉なる(第 11図， 5・10-11)。

(6) Coprinae (Sca.)に所属する 4属 10種間に

おし、ては，消化管各部分の表而形態，後脇部の迂回線

式および小腸・直腸の境界が不明瞭な点などに関し

ては相互において酷似する。しかし，中賜の長さは

Copris属 3種と他の 3属7極との聞に不連続的な差

があり(第5図)，その迂回屈折様式も Copris属の

種類がし、ずれも腹部において中心のS字状小轡lul部を

回転方向変換点として渦巻状の左回転部および右回転

部が腹背に重なるのに対し，他の 3属7種はいずれも

相互聞においては酷似するが，かかる規則的な回転は

見られず，外見的には末端部において特有な右小回転

を行なう点が Copris属と類似するのみである。 しか

し，両者の迂回屈折様式を分析すると両者の相違は単

に回転数と符IHl部の大きさに起因することが推定でき

る。即ち，Copris属に見られるZ王右回転数をそれぞ

れ 1固と仮定し，中心部のS字状轡曲部を極度に拡大

すれば他の 3属に見られる形態と一致する。結局 3

属 7憧に見られる迂回屈折段式を回転数の増加・轡曲

部の縮少という方向性によって複雑化せしめれば中間

的形態を経て Copris属まで連続せしめることができ，

前述した表面形態などの類似性も考慮すれば両者の消

化管の形態は根本的にはかなり類似じているというこ

とができる(第 10図， 5~7)。

( 7) Aphodiinae (Sca.)に所属する 2属5種中，

Aphodius属の4種は相互間において消化管の形態が

酷似する。 Rhyparus属の他の 1種は，Aphodius属

の各極の中腸前半部がいずれもいちじるしく太いのに

対して一様に細い点，および Cryptがより細い栂棒

状を呈する点においてわずかに異なるが，その他の消

化管の諸形態はよく類似する(第 10図， 1~4)。

以上の結果から筆者の検した範囲内においては，同

一の亜科に所属する種類の消化管の形態は相互間にお

いてよく類似し，迂回屈折様式も密接な関係があるこ

とが判明した。ただ Melolonthinaeにおいては，

Heptophylla picea MOTSCHULSKYのみが他の種類と

かなり異なる。しかし，この場合も両者の中間的形態

を想定することができるので現在の資料のみによって

本種が他と類縁的に離れた存在と推定することはでき

ない。

iii 科および亜科相互聞における比較
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前項において同ーの亜科に属する荷主nの消化管はよ

く類似していることを詳述したので，ここに科および

亜科相互間における綜合的比jl~立を行なうに先立ち，そ

a 中賜表而は Cryptを欠き平m

れぞれの極の消化管の主要な特徴を科および!lli科にま

とめて検索表で示せば次の如くである。

b 中!長は体の中iJ1i11沿いに位置し，迂回JilH斤を行なわない。後協は中脇よりも長い・

. . . . Aesalinae (Lucanidae) 

bb 中脇は腹部において右 2回転する。後賜は中路よりも短かい・・・・ ・・・・・田・・・・・・・・・・・・・・・・ Trogidae

aa 中腸表前に Cryptを有する

b Cryptは中央がくびれてタごルマ型または蚕繭型を呈する。結腸が明瞭に認められる・・・・・ Passalidae 

bb Cryptは半球型・筒型・紡錘型または視榛型を呈する。結腸の存在は不明瞭またはこれを欠く。

c 中腸は回転を行なわず，腹部の右ブJより左方に向い舟底1\~に位置する. • • • Valginae (Scarabaeidae) 

cc 中腸は 0.5回以上の回転を行なう

d 中腸の右回転数は 0.5~1 回..・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・ (Lucanidae--Aesalinae を除く〉

e 中腸ば体の中軸沿いに位置し，末端部が小さく J字形に半回転する。 Cryptは大型

で組に分布する。前腸は中腸および後腸よりも長い・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Figulinae 

ee 中腸は完全に右 1回転する。 Cryptは中型で密に分布する。前腸は中腸および後賜

よりもす豆かし、。

f 中腸は右に替1mの後，右 1回転するか，左に屈曲 (90。以下〉して U 字形に左

ミド回転の後， 右 1回転する ・・・・・・ ・・・・ ・・・・ ••.•••••.••••••••••.••••••••••• Dorcinae 

ff 中腸は友に屈折 (900

以上) して左半回転の後，右 1転回する・・・・

Chladognathinae . Lucaninae 

dd 中腸の右回転数は1.5回以上

e 中)湯は大きく右2回転する。第2回転部は第1回転部の背面倒から後部!夜間似1Iを迂

回し，末端部においーて再び背面側に抜ける・・・・・・・ ・・・ •••• ••.• ，.. ......‘ (Geotrupidae) 

f 中腸回転部はほぼ正円形を皇し，消化管長は体長の 3倍を越えない。 Cryptの高

さは最大rlJの2倍以下・......・・・・・ ・・・・ ・・ • • . • • • • • • • • . • • • • • • . • • • • • • .. Bolbocerinae 

ff 中勝回転部は数個所において内側に屈折・ i茨入し，一見複雑な迂回mu斤を示す。

消化管長は体長の 3 倍以上。 Crypt の高.さは最大 rlJ の 2.5~3 倍・・・・・・・・・・. Geotrupinae 

ee 中腸は1.5回以との右回転を行ない，各回転部は・部または全部が背腹に接触、す

る・・..................................•..• ...•.....• (Scarabaeidae--Valginaeを除く〕

f Cryptは中却または小型，比較的密に分布し，半球型または筒型を呈する。その

高さは最大rlJの 1.5倍を越えない・・・・・・・・・・・・・・・・田・・・・・・・・・・・ . • • • •. (Melolonthides) 

g 直腸は袋状を呈し，表面は平令官。体の中軸沿いに位置する， Cryptは中型また

はやや小型I~，高さは最大巾の約1. 5 倍，密に分布する。中腸の右回転数は 2

回以下。

h 中腸の第 1回転部の直径は第2回転のi直径より小さい。小腸は屈折して中腸

第2回転部の内側に位置する- ・・・・・・田・・・ • • • • • • . • • • • • • • . • • . • • • • • . • • • •. Cetoniinae 

hh 中腸の第 1・2回転部の直径はほぼ等しい。小腸はわずかに屈折または草寺山

して体の中軸沿いに位置する ・・・・・・・ • . • • • • • • • • • • • . • • • • • • • • . • • . • •• Trichiinae 

gg 直腸はがj鐙形を呈し，表而は縦・横条が規則的に排列して蜘燥の巣状を呈す

る。腹部の左方に湾曲して位置する。 Crypt は極めて小型~，高さは最大 ilJ とほ

ぼ等しい。やや密に分布する。中腸の右回転数は 2回以上。

h 前腸は極めて長く，腹部に達し，末端部が膨大して Cryptを形成する・・ ・‘ Sericinae
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hh 前腸は短かく，前胸の後部を越えない。 Cropを欠除する。

中腸は小さく右2回転する。小腸は 1回わずかに屈折するかまたは屈折を

行なわない...・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ Hopliinae 

11 中腸は大きく 2回以上の右回転を行ない，更に末端部において数回屈折・

屈曲を行なう。小腸は 2固または 3回屈折・屈曲を行ない，逆S字状に体

の前方に向って逆行する。

直腸は数回屈折し， 後腸は中腸よりも長い・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Dynastinae

jj 商l協はJIT!折を行なわず，後!協は中!防よりも短かい。

k 中j協は一般に体の中'141Jに対する垂直前において背腹にわたって回転す

る・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・、 ................................. . Rutelinae 

kk 中腸は一般に体の中山1Iに対する水平面において前後にわたって回転す

る，....." ... .，... .... ...、...目・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ Melolonthinae 

ff Cryptは大型，粗に分布し， ;t昆俸型または紡錘型・筒型を呈する。その高さは最

大巾の 2.5倍を越える・・・・・・・・・・・・・・・・.......• ..， ... ，. ....... ・・・・・・(Coprophagides) 

g 中腸は小さく右 2回転する。小腸・直腸は境界が明瞭，表面は平滑，体の左方

に備して位置する・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. Aphodiinae* 

gg 中腸は腹部の腹国側において 1回以上の五回転を行ない S字状に轡rlhの後，

背面倒jにおいて 1回以上の右回転を行なう。小腸・直腸は境界が不明瞭，表面

は微細な横袋でおおわれ，中腸回転、部の背面中央に逆S字状に轡曲して位置す

る・・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Coprinae料:

* ~H1者の検した蒋類の消化管は，その所属する属によって更に次の如く分けられる。
h 中腸前半部は極めて太い。 CrYDtの高きは最大幅の 2.5-百倍…、・…‘ …一一一‘…いい ・ ・...............一一 Avkodむ(S

hh 中脇は一様に比較的細い。 CrYDtの高さは最大幅の 5倍 .............................，. …… ーー.......・・ ・RhyvαγUS

特筆者の検した樋頬の消化管は，その所属する属によって更に次の如く分けられる。
h 中腸の主右回転部の直径は権めて大きし回転数はそれぞれ 1回，中央の S字状母曲部は極めて大きい・

ー Liαtonqus・Ontkovha:Jus・Cαccobi1JS

hh 中腸の左右回転数はそれぞれ8回以上，渦巻状に回転する。中央の S字状+'1曲部は極めて小さい・ ・υ ・ Copris 

次に各!lE科別に消化管および前・中・後腸の長さ

C%)を， Cryptの形態，マルピギ氏管の関口位置，

Cropの有無などと共に表示すれば第 3表の如くであ

る。なお複雑な迂回屈折を示す中腸の回転数を数値に

よって示すのは緩めて困難ではあるが，迂回屈折様式

の複雑さの程度を示す方法として，便宜的におよその

回転数を示した。

以上の資料から，まず鯨角類の消化管の長さに関す

る問題を総括すれば次の如くである。

筆者の検した各種類の全個体について，体長に対す

る消化管長および中腸長の比率をグラフ上にプロット

してそれらを亜科別にまとめれば第 4・5図の如くに

なる。この場合測定座数の少ない亜科は占める範囲も

また狭くなるが 2種以上を検したEa.科においては，

Melolonthinaeにおける 1種 CHeptophylla picea 

MOTSCHULSKY)の例外，およびCoprinaeの占める範

囲が属によって 2個所に分離してし、ることを除けば，

各種類の消化管長と中腸長との関係は亜科によってほ

ぼ一定の連続した範囲内にあることが判る。また図中

に示した直線 N は，消化管長と中腸長が等しい場合

の仮定関係直線 CYE=X) であり，この直線と各亜

科の Y 軸における開きはそのまま所属する種類の体

長に対する前・後腸長の比率を示すものである。

次に 3種類以上の種を検した 3科のそれぞれについ

て，所属する種聞における第 4・5図に示した関係の

相関係数を求めると， Lucanidaeに属する種間および

Geotrupidaeに属する種間においてはそれぞれ高い相

関関係が認められたが Scarabaeidaeに属する種間に

おいては Coprophagides群と Melolonthides群に分離

せしめた場合にのみそれぞれにおいて相関関係が認め

られた。なお， Melolonthides群は第4図においてや

や系列から離れている Sericinae・Dynastinae'Val-

glnaeの 3亜科を除外して計算するとより高い相関係

数が得られる(第4表:Melolonthides， 2)。

同ーの科または群に所属する種類の体長に対する消

化管長・中腸長の比率に直線的な関係があることは吊
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第4図 魚沼、角類、の体長に対する消化管長・中腸長の関係 (1) 

3 

ヨ-
A

H
2回
目
方
向
甲
乙

/ 

ぶ
/へ¥

Melolonth1nae 

4

・

4
H
出
口

ω
-
h間以
C
国
¥
4
H
出
口

ω-

O町n.'山間

Ae9al1nae 

2 8 ι i) 

Alimentary tract length/Body length 

第 5図 総角類の体長に対する消化管長・中腸長の関係 (2) 
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4・5図によっても推察できるが，相関関係の認めら に対する消化管長には段階的な差はあるが，その増加

れた上記の 41詳のそれぞれについて直線式を求めると に伴う中脇長の増加率は科または群によって一定の方

第 5表の如くなり，作図すれば第6図の如くになる。 向性が存在することを示すものである。しかし，単に

このことは同ーの科または訴に所属する各種類の体長 長さに関する限りにおいては，全く類縁の異なる種間
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第 4表 体長に対する消化管長・ "f"腸長の相関係数とその検定

相関係数

科 名 )2xy 

r=、/(:8 -~2) (L; y2) t-test 

一一一一一一

LUCANIDAE r =0.981 α<1% 

GEOTRUPIDAE =0.999 α主主 1%

COPROPHAGIDES (SCA.) =0.999 α<1% 

~~~~~~~~~~~~~， ~~~ ~~:~'~I =0.803 αく 1%

MELOLONTHIDES， (2) (SCA.) =0.952 α<1% 

MELOLONTHIDES (2)は(1 )から 3illi科 CSericinae'Dynastinae . Valginae)に属する

種類を除外した場合。

第 5表 W:長に対する消化管長・中腸1'2の関係由来日l式

直線式

科 名 種 類 _ )2 xy _. )2 xy 
YE=y-二一一τ-x+三二 ;，X 

よ"x- ょ~ X
W 

LUCANIDAE 8 YE=1.104X -0.904 

GEOTRUPIDAE 3 YE=1.296X -1.647 

COPROPHAGIDES (SCA.) 15 YE=0.935X-0.474 

MELOLONTHIDES， (1) (SCA.) 33 YE=0.620X -0.173 

MELOLONTHIDES， (2) (SCA.) 28 YE=O. 746X -0.462 

第 6図 惚、角類各趨の体長に対する消化管長中15;長・のrYJ係直線

~ 
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においても偶然の一致は起り得るが，これに形態上の 消化管長と中腸長との関係が Figulinaeに似るのみで

類似，消化管が長くなることによって起る迂回屈折様 消化管の諸形態はし、ちじるしく異なる。特に，消化管

式の複雑化に一定の方向性が認められれば，それは極 長が体長とほl'ま等しく，迂回屈折様式は筆者の検した

間の類縁性を知る上に有力な指標と考えられる。ま 総角類の中最も単純で，中腸表Tliiに Cryptを全く欠

た，このような方向性を持つ消化管の複雑化は或る程 除する点は，鰐角類中では異例の Primitivetypeの

度進化の過程を示すものと忠われる。かかる観点から 消化管であり， また中脇組織も，他亜科の種類が

同ーの科に所属する各種類の消化管の形態を比較すれ Cryptの内部に再生細胞 (RegenerativeceII)を有す

ば次の如くである。 るのに対し，消化細胞 (DigestiveceII)の外側に再生

( 1) Lucanidae:筆者の検した 5亜科に属する各 細胞を有する根本的相違があり(梅谷 1957)，他亜

極類は消化管長と中腸長との関係においては第6図に 科とは類縁的にかなり異なった Lucanidae中では異

示した如く，直線的関係にあるが， Aesalinaeのみは 例の存在であると推察される。

Aesalus asiaticus LEWISを検した限りにおいては他毘 ( 2) Passalidae: 筆者の検した Aulacocyclinae

科の種類と消化管の形態がいちじるしく異なる。 Dor- に所属する 1種と， LEWIS (1926)が記載図示した

cinae . Lucaninae . Chladognathinae類はいずれも消 Pseudaconthinaeに所属する Passalus類の消化管と

化管の表面形態が酷似し， Figulinaeも Cryptがより を比較して， Cryptの形態がやや異なり，後者の前腸

大型で籾に分布し，前腸がより長い点のみやや異なる がより長く，太い点がわずかに相違するほかはいずれ

が，前者と分離した形態とは考え難い。また迂回屈折 の部分も酷似し， LEWISの図から判断すれば迂回屈

様式はこれら 4亜科においては第 7図に示す如く，中 折様式にも根本的な差異は認められず，類縁関係も極

腸の半回転→完全な回転→最初の体の左側l阪入部分 めて密接なることが推定される(第 8図，第 12図

の増大，という方向性を以って段階的類似が見られ1)。

一見異なるFiguluspunctatus WATERHOUSEと Luca- ( 3) Geotrupidae:筆者の検した2亜科の中， Bol司

即 日 間acrifemoratusMOTSCHULSKY聞においても他 bocerinaeば Borhocerosomanigroplagiatu<を検 L

種を中間的様式として一連の関係を持っていることが た限りにおいては Geotrtpinae類と消化管の外見的形

判る。しかし Aesalinaeはこれらに対してわずかに 態はかなり異なる。 Cryptの形態，後腸各部分の長さ

第 7図 Lucanidae • Trogidae類の消化管の迂回屈折様式(模式図〕

2 3 4 3 6 7 8 9 

で一?ーラ ーーーう 一一+ 一一→診 ーーーーそう 一一企】う

、
q 

1. Aesalinae (Aesalus asiatiωs). 2. Figulinae (Figulus punctatus). 3~6. Dorcinae類.

7. Chladognathinae (Psalidoremus inclinat山). 8~9. Lucaninae (Lucanus macrifemoratus) 

10. Trogidae (Trox opacotuberculatus) 
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にも差異が見られるが，特に中脇部の迂回J吊折原式が

Bolbocerinaeにおいては比較的単純な 2回転であるの

に対して Geotrupinaeにおいては一見はるかに複雑

な様式を示している。しかし， Geotrupinaeの複雑な

迂回廊抗ーも，これを絞式的に単純化せしめれば第 9図

に示す如く， Bolbocerinaeと同僚な 2回転様式とな

る。結局 2回にわたる回転部の数個所を内側にi茨入ま

たは屈折せしめると一見複雑な Geotrupinaeの迂回

屈折様式と一致し，筆者の検したijむ囲内においてはこ

のような右2回転様式(第 2@:転部後方が第1回転部

後方の腹面側を迂回する〕を示す極類はなく，両者の

消化管の形態は基本的には同ーの系列に属し，かなり

近縁な関係にあると推定される(第9図，第 12図

6)。

( 4 ) Scarabaeidae:第6図において Melolonthi-

des群および Coprophagideslt!干の消化管と中腸の長さ

との関係が別個の直線的関係にあることを示したが，

両者の消化管の表面形態， Cryptの形態，迂回屈折様

式などもし、ちじるしく異なり，特に重要な形態上の共

通点は見出し難く，現在同ーの科に所属してはいるも

のの消化管の形態からはこの両者の類縁関係は他科と

比較してより密接とは推定できない。

a. Coprophagides :筆者の検した 2亜科に所属す

る若干の種類の消化管は Cryptの形態および分布密

度，中j湯末端部の特有な右小回転などに関しては類似

するが，中腸のその他の迂回屈折様式，後腸の表面形

態および迂回様式，各部分の太さなどは亜科によって

第8図 Passalidae類の消化管の迂回屈折

様式(模式図〉

1 2 

‘ーー一一一~

1. Aulacocyclinae (Cylindγocaulus patalis). 

2. Pseudacanthinae (Passalus spp.). LEWIS， 
1926より変手。

かなり相違する。故に両者の消化管の形態は他の惚j1j

類各主?と比較した場合よりも類似点は多いといえる

が，なお両者間における相違点は現在の段階では単純

な形態の Aphodiinaeと複雑な形態の Corinaeを述

続せしめる変化のプj向性を犯援することはできなし、

(第 10図，第 12図的。

b Melolonthides:筆者の検した 8亜科に属する

種類は，消化管と中賜の長さにおける関係においては

第 6図に示す如く ・速の関連性を持つが，迂回屈折様

式を含むその形態は必ずしも連続的ではなく，所属す

る亜科によって少くとも次の 3型に分けられる。

Valginae型一一集者の検した Valginae類の消化

管は Cryptの形態が次記 Cetoniinae型に所属する一

部の種類と類似するほかは，いずれの形態も他と異な

る特異な消化管を持ち，特に迂回屈折線式は{也と全く

関連性が見出せない(第 11図， 13-13')。また第6図

に示した消化管P および中腸の長さに関する関係も，

Valginae類は Melolonthidesの系列からかなり離れ

ていることも，この一群が特異な存在であることを示

している。

Cetoniinae型一一一ここでは Cetoniinae• Trichiinae 

に所属する種類を含むが，これらはいずれも消化管の

表面形態が類似し，迂回屈折様式も一連の関係が認め

られる。即ち， Trichiinae類の中賜第 1回転部を縮少

せしめ，小腸を屈折せしめると Cetoniinae類の消化

管の形態と一致し，両者の類縁関係はかなり密綾なも

第9図 Geotrupidae 類の消化1~の迂回屈折

様式(模式図)

1 2 

ー・ーーータ

1. Bolbocerinae (Bolbocerosoma 

ni gro plagiatum). 

2. Geotrupinae 類
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第四図 Coprophagides(Scarabaeidae)類の消化管の迂回屈折線式(模式図)

2 3 I 4 5 6 7 

一一+ ・・ 一一+ 圃・ +ー+ 一ー?--，. ー一一一ラシ ーーーーー一τ9

⑤
γ
、

a
M
M
¥
 1~4. Aphodiinae類 (1.Rhyparus peninslaris. 2~4. Aphodius類). 5~7. Coprinae類.

(5~6. Liatongs' Onthophagus . Caccobius類， 7. Copris類).

第 11図 Melolonthides (Scarabaeidae)類の消化告の迂回屈折様式(絞式図)

て一ーータ

ーーーー今 ・ーーー今

??? 
13 

1~2. Trichiinae類 3.Cetoniinae類 4.Hopliinae類 5.Heptophylla picea 

(Melolonthinae). 6・6'.Sericinae (6. Autoserica castanea， 6'. Sericania sachalinensis). 

7~1 1. Rutelinae' Melolonthinae類 12.Dynastinae (Allomyrina dichotomus). 13・
13'. Valginae (13. Nipponovalgus angusticollis， 13'. Valgus pictus) 

のと推定される(第 11図， 1~3)。 形態が酷似し，特に直腸表面の独特な蜘!fWの巣構造は

Melolonthinae 1:1.--ここでは Hopliinae• Serici- 他の種類においては見られない形態であり，これらが

nae ・Dynastinae• Melolonthinae • Rutelinaに所属す 類縁的にまとまったー詳であることを示している。ま

る種類を含む。これらはいずれも中脱・後賜部の表面 た，迂回屈折様式は最も単純な Heopliinaeと最も複
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雑な Dynastinae相互においては板めて異なるが，他

の各亜科に隠する種類を中間に配置することによっ

て，密接なる一連の段階的関係を見出すことができ

る。即ち，第 11 図 4~12 に示す虫11 く Hopliinae 類

においては中腸が右2田'1去を行ない，小i協は短かく，

わずかに屈折するにすぎないが， Rutelinae' Melolo司

nthinae類の大部分の極類においては中腸は複雑に回

転し，小腸も長く 2回屈折を行ない，更に前記の

Dynastinaeに至つては中脇部の迂回屈折は Ruteli-

nae • Melolonthinaeと似るも，後腸部はより長く，

他の種類では湾曲しているのみの直腸部におL、ても屈

折が見られる。上記の中， Rutelinae' Melolothinae 

類と Hopliinae類の迂回屈折休二式は中腸部においては

一見異なるが， Rutelinae類の中で比較的単純な迂回

屈折を示す Phylloperthaorientalis WATERHOUSEや

Popillia japonica NEWMANなどを検すれば，複雑な

迂回屈折を示す種類も，基本的には Hopliinae類に見

られる単純な右2回転様式から更に複雑化したもので

あることがわかる。第4図において消化管および中腸

の長さの関係が Sericinae• Dynastinaeのみ Melo-

lonthidesの系列からやや離れることを示したが，

Dynastnaeは上述の如く，後勝部における一定の方向

性を持った迂回屈折の複雑化がその原因である。しか

し中腸部における迂回屈折は Rutelinae• Melolon-

thinaeにおける最も複雑な種類よりはやや単純であ

り， Dynastinaeの消化管が Hopliinae→ Rutelinae→

Melolon thinaeから更に複雑化した形態として直線的

に考えることはできない。むしろ， Rutelinae' Melo-

lonthinae類の消化管から後脇部においてのみ複雑

化した派生的形態と考えた方が妥当のようである。

Sericinae類は前腸がし、ちじるしく長く，顕著な Crop

を有し，そのために消化管長と中腸長との関係が上記

の各亜科とかなり異なるが，中腸・後腸部の表面形態

および迂回屈折様式は明らかに Melolonthinae型に属

することを示している。ゆえに， Sericinae類は Me・

lolonthinae型から類縁的に離れた存在とは考えがた

く，むしろ Melolonthinae型の一連の系列からやや

特殊化した形態とみなす方が妥当のように忠われる。

同様に Melolonthinae中，やや例外的な形態の消化

管を持つ Heptophyllapicea MOTSCHULSKYも第 11

図5に示す如く，特殊化した種類であり，類縁的には

やはり Melolonthinae型の系列と密接な関係にある

と思われる。

以上の Melolonthinaeに属する各亜科の消化管の

形態による相互関係を図示すれば第 12図3の如くに

なる。ここで消化管長と中!助長との関係において直線

的に連続する Cetoniinae型と Melolonthinac型の消

化管は，迂回屈折様式に閲する限り， Melolonthinae 

:ß~の中で最も単純な Hopliinae 類において Cetoniinae

必との類似を見る(第 11図， 1~3 → 4) が，その表

面形態はし、ちじるしく相違し，両者を関連せしめる一

定の方向性は見出せない。

次に各科相互間において消化管の形態を比較すれば

次の如くである(第 12図参照〕。

まず， Passalidae類の消化管は特有な形態を右・し，

特に迂回廊折線式，後!湯部の表面形態および結腸の存

在などは， 他科のいずれの極類ともいちじるしく異

なり，関連性を見出すことはできない。 Passalidaeは

成虫・幼虫の形態から，館、角類中では極めて特化した

ー若手として古くから独立した 1科として認められてい

るが，消化管の形態からもこれを裏付けることができ

る(第 12図 5)。

Trogidae は Troxopαcotuberculαtus MOTSCHULSKY 

を検したのみであるが，中腸表面に Cryptを欠除す

第 12図 消化管の形態から見た館、角類にお

ける各科および亜科の相玄関係。

矢印は消化管の形態の複雑化に方

向を示す。
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るとし、う偲角類中では異列の形態の消化管を持ち，中 Aesalinae • Figulinaeを除く一部の種類と類似する。

腸の右2回転様式も短めて立体的で，他の多くの種類 しかし，前者の中腸第1回転部が右回転であるのに対

に見られる 2回転様式とは根本的に異なる。 Trogidae し，後者においては左半回転で，これは一見類似する

は SHARPおよび MUIR(1912)によって雄交尾器の 両者の迂回屈折線式にはー定の方向性によって連続せ

形態から，独立した 1科として Scarabaeidaeから分 しめることのできない基本的な相速があることを示し

離されたもので， SHARPらは・更に本科を偲角類中で ている。ゆえに表面形態の類似も 2次的なものと考え

最も原始的な一群とみなした。消化管の形態も本科は られる(第 12図， 1→3)。

Scarabョeidaeに属するいずれの種類とも関連性が見ら

れず，わずかに Cryptを欠除する点において Luca司 iv 消化管の形態と食'I~主との関係

nidaeの Aesalinaeと類似するにすぎない(第 12図， 従来，食性と消化管の形態とには密接な関係がある

の。 といわれているが，総角類における場合について言及

Geotrupidaeも独特な中腸右 2回転様式とその;複雑 することとする。

化の方向性は他のいずれの科とも関係を認めがたく， 鯨角類は大形種が多く，その生活様戸式も比較的単純

わずかに Cryptの形態が Coprophagides(Sca.)類と であるため，現在までに各種類の成虫の食性について

類似しているにすぎない(第 12図，的。 はかなり詳細に判明している。また食性を食楽性・食

Scarabaeidaeは前述の如く亜科によって消化管の形 糞性の如く大きく分類すれば，各種類は所属する亜科

態が 3群に区分され，各群相互間においては判然とし によってほぼ食性が一致している。第6表は筆者の検

た関連性は見出せないが，これらの中，前記の Ceto司 した範囲内の各種類の食性を亜科にまとめて示したも

niinae型の消化管が Cryptを含む各部分の表面形態， のであるが，この表と前述の消化管の形態とを組合せ

および外見的迂回屈折様式において Lucanidaeの て考察を試みれば次の如くである。

第 6表紙角類の食性

科|亜科

Lucaninae 

， Chladogna出 naeI 
Lucanidae Dorcinae St. 

I F叩 lina

食 生

St. (Succitrophic:樹液〕

St. 

Nx. (Necroxylophagous:縦約材〕

Nx. Aesalinae 

-4ii;di7CLili--iiiflNE 

Trogidae I Zs. (Zoosaprophagous・腐敗動物〉

Bolbocerinae 
Geotrupidae I円

¥..ieotrupmae 

~ Coprin 

智 IAphodiinae 

5?Fj(…m酎

8 / i Sericina鵠e ω司
-u叩
m
M
M
Z
副
司
』
帽

u

∞

Melolon thinae 

Hopliinae 

Dynastinae 

Valginae 

Trichiinae 

Cetoniinae 

ωω-u吋

ZHdo-o-ω
相
J
円

Zs. ? 

Cp. (Coprophagous:獣糞)

Cp. 

Cp 

Pp. (Phylophagous:植物菜)

Pp. 

Pp. 
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まず， Lucanidaeの Lucanus. Chladognathinae . 

Dorcinaeの各亜科相互間， Scarabaeidaeの Ruteri-

nae ・Sericinae. Melolonthinae . Hopliinaeの各亜科

相互間などについては食性の一致がそのまま消化管の

形態の類似性と一致する。また科を異にする場合にお

いても，上記 Lucanidaeの3亜科と Scarabaeidaeの

Cetoniinae . Trichiinaeとの消化管の外見的類似は両

者の食性の類似性と関係がある如くに見える。 しか

し， Lucanidaeの Figulinae. Aesalinae，および Pas-

saJidaeは食性は類似するが消化管の形態は全く異な

り，同様に Geotrupidaeの Geotrupinae，Scarabaei-

daeの Coprophagidesも食性の一致は必ずしも消化

管の形態と関係が見られなし、また，同ーの科内にお

いても Scarabaeidaeの Dynastinaeは Cetoniinae

と同ーの食性を持つにかかわらず消化管の形態は明ら

かに食業性の Melolonthinae• Rutelinaeと酷似して

いる。消化管の長さに関しでも，食性との特に密接な

る関係は見られず，従来食葉性・食吉正性の昆虫の消

化管は長いといわれていることも， Scarabaeidaeの

Hopliinaeや Aphodiinaeを見れば鯨角類においては

適用できない。即ち，消化管の形態は必ずしも食性の

類似性と一致せず，むしろ系統的な類縁関係に規定さ

れているように息われる。 しかし，なお多くの近似種

間における食性と消化管の形態との一致は，一般に同

一属または並科の如き近似種問においては食性があま

り分化していない場合が多い点を考えればむしろ当然

起り得る結果であろう。

v 消化管の形態から見た偲角類の科の区分

現在までの資料によって消化管の形態から鯨角類に

おける科の区分を口今味すれば次の如くである。

世偲角!fJHiCOLEOPTERAの中では4寺にまとまった

自然群ではあるが，その科の区分に関しては従来学者

によって意見を異にし 3科から 20科以上の車IH分に

至るまで多くの見解が発表されている。筆者が本論文

において用いた区分は，現在比較的!よく使用されてい

る PAULlA N (1945)によって発表された分類に従っ

たものであるが，これを消化管の比較形態学的検討に

よって行なった区分と対比せしめると第7表の如くに

なる。即ち，迂回屈折様式を含む消化管の形態に一連

の段階的関係が認められず，不連続的で中間的形態も

想定できないようなそれぞれの群を，系統的にやや分

離した自然群と考え，それぞれを科とすれば， Pas担 li-

dae • Geotrupidae . Trogidaeの3科は消化管の形態

からも PAULlA N の説と同様にそれぞれ独立した 1科

と認められるが， Lucanidaeは Aesalinaeを独立した

1科として他と分離し， Scarabaeidaeも第 7表の如く

細分して扱った方が妥当のように思われる(第 12図

参照〉。

VI 結 Eロ
Z
E
-
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本研究によれば消化管の形態と食性との聞に密接な

関係が見られず，かつ近似極聞においては消化管のJf~

態の類似性が高い点，および或る群間においては消化

管の長さに差がある場合でも迂回屈折様式を含む形態

第 7表 消化管の形態から見た館、角類の科の区分，発印は未見

PAURIAN (1945) I 消化管の形態に
による科の区分 | よる科の区分

消化管を検した亜科または属

Passalidae Passalidae Aulacocylinae • Pseudacanthinae 

Lucanidae Lucanidae Lucaninae • Chladognathinae • Dorcinae • Figulinae 

Aesalinae (Aesalus) 

Geotrupidae 

Trogidae 

Scarabaeidae 

恥1elolonthidae

Valgidae 

Cetoniidae 

Valginae 

Coprinae • Aphodiinae 

Melolonthinae • Sericinae • Hopliinae • Dynastinae・Rutelinae

Cetoniinae・Trichiinae

Acantoceridae* --------? 

Hybosorida♂ -----7  
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には一連の段階的関係が認められる点などが明らかと

なった。この事実は消化管の形態が近似磁聞の識別に

は不適であっても，科や亜科の如き大きな区分，並び

にその類縁関係のI吟味に際しては好適な標徴であるこ

とを示している。鯨角類についてこれらの大要は前章

において述ぺた如くであるが，なおその詳細，他のj毛

虫類における場合などに関しては今後の研究にまちた

いと思う。

VII 摘 要

管の表面形態が類似し，迂回屈折様式も一連の関係が

認められた(第7図)。

( ii) Passalidae:筆者の検した Cylindrocaulspa-

talis LEWIS と LEWIS(1926)が記載図示した別!lli

科に所属する Passa!z日 spp.の消化管と比較して根本

的な差異は認められなかった(第8図)。

(iii) Geotrupidae:筆者の検した 2亜科 3極は所

属する亜科によって消化管の迂回屈折様式がいちじる

しく異なる。 しかし，これを分析すれば基本的にはい

ずれも類似した右2回転校式であることが判明し，ー

筆者は COLEOPTERAの POLYPHAGA中，最 見異なる両者も類縁的には密接な関係にあることが推

もまとまった自然群といわれる鯨角類 (LAMELLI- 定された(第 9図)。

CORNIA)について，消化管の比較的形態学的研究を (iv) Coprophagides (Scarabaeidae， 1):亜科を異

行ないここに発表した。 にすれば消化管の形態がかなり相違し，わずかに中賜

鯨角類に所属する 5科 61種の材料について，個々 末端部における特有な右小回転部および Cryptの形

の種類の消化管の長さ，表面形態， Cryptの形態，お 態において類似点が見出せるにすぎない(第 10図)。

よび従来記載例のない迂回屈折様式などを比較検討し (v) Melolonthides (Sca.， 2):亜科によって消化

て次の諸事項を明らかにすることができた。 管の形態は Cetoniinae型 (Cetoniinae・Trichiinae)，

1. 消化管の形態は同一種類においては個体変異が Valginae型 (Valginae)，Melolor】thinae型 (Hopli-

少なく，各部分の長さも有意な差が認められない(第 inae' Sericinae • Dynastinae' Melolonthinae' Rute-

1~2 表〉。また内容物の量的変化は種類によっては消 linae)の3型に分けられ，それぞれの型内において

化管の太さに影響を与えるが，長さ，迂回屈折様式に は消化管の表面形態が酷似し，迂回屈折様式も単純か

はほとんど影響を与えない。 ら複雑へと一連の方向性が認められる。 しかし各型相

2. 問ーの東科に所属する積類は，筆者の検した範 互聞の類似性は乏しく，わずかに Cetoniinae!i1.と

囲内においては消化管の形態が類似し，長さ，迂回屈 Melolonthinae型の Hopliinae類が中腸の迂回屈折様

折様式に多少の差がある場合においても単純から複雑 式においてのみやや類似しているにすぎない(第 11

えと一連の系列が認められた。 図〉。

3. 同ーの亜科に所属する種類の体長に対する消化 5. 科を異にする場合は消化管の形態がいちじるし

管長・中腸長の関係は一定の範囲内にあることが;忍め く異なる。放に各科相互聞の類縁関係を推定すること

られる(第 4~5 図)。またこの関係は同ーの科に所 は困難で，わずかに AesalinaeCLucanidae)が筆者の

属する亜科間においては直線的であり，密接な相関関 検した惚角類中最も原始的な消化管を持ち Trogi司

係があることが認められた。但し， Scarabaeidaeにお daeが同様に中賜表面に Cryptを欠くという総角類

いては Coprophagides詳と Melolonthides群との問 中では特異な形態の消化管を持つ点から両者の関連性

に顕著な栢速が認められ，別個の関係にあることが判 が考えられる点，および Passalidaeが消化管の形態か

明した(第 4・5表，第 6図)。 ら偲角類中では特殊化した一群であることが推定され

4. 上述の如き単なる長さに関する相互関係ならば るにすぎない。また外見的には Scalabaeidaeの Cト

全く類縁関係の離れた群聞においても認められる可能 toniinae型の消化管が Lucanidaeの一部の種類と類

性があり得るが，これに形態上の関連性が認められれ 似するが，迂回屈折様式の基本的相遠からこれは単な

ば上述の直線関係は類縁の粗密および或る程度進化の る2次的類似と考えられる。

過程を示すものと解される。故に各々の関係直線につ 6. 食性と消化管の形態および長さとは特に密接な

いて形態上の類似を吟味し次の結果を得た。 関係は認められなかった。

(け Lucanidae: Aesalinaeに所属する Aesalus 7. 本研究によって消化管の形態は分類学上種の識

asiaticus LEWISは他亜科に属する種類と消化管の形 別には不適当なるも，科または亜科の検討，類縁関係

態がいちじるしく呉なる。他の 4!lJl:科においては消化 の吟味に際しては好適な標徴と考えるに至った。総角
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類の場合は Lucanidae• Scarabaeidaeの2科は消化管

の形態から見れば第 7表の如く，数科に細分して取扱

った方が妥当のように考えられる。
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Summary 

In the present paper the alimentary tract in 

the adults of LameIlicorn-beetles is investigated. 

Of 61 species belonging to various famiIies the 

important characters of the alimentary tract， 

e.g.， the length， meandering of the guts， sur-

face， crypts， and the attached position of thc 

孔1alpighiantubules， are described. 

The results are summarized as follows: 

( 1) Of the form of the alimentary tract 

very little variation is seen among individuals 

in the same species， and in the same subfamily 

the resemblance among species is extremely 

c¥ose (Plates 2-16). 

(2) The alimentary-tract length also shows 

little variation among individuals in the same 

species (Tables 1-2)， and even in the same 

subfamily， except certain species in which it 

shows but slight differences. The average ratios 

of the a!imentary-tract !ength to the entire 

body length and those of the !ength of each of 

the fore-， mid-， and hind-gut to the entire 

tract length are shown in Tab!e 3. 

( 3) The form of the crypts and the types 

of the attached position of the Ma!pighian 

tubules shows !ittle variation in the same 

subfami!y (Tab!e 3 and Figures 2-3). 

( 4) There is in each family or subfamily 

a close corre!ation between the ratios of the 

a!mentary-tract length to the body length and 

that of the mid-gut length to the entire 

alimentary-tract length as shown in Figures 4-

6 and Tables 十 5.

( 5) After comparing the structure of the 

alimentary tract in members belonging to a 

single family， the writer has arrived "at the 

conclusion mentioned below:一

In the Lucanidae， Aesalus asiaticus alone is 

quite distinct. The other examined species 

have the same pattern in many characters of 

the tract and show a weIl-graded series in the 

meandering of the tract (Figure 7). 

The examined members of the Scarabaeidae 
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may be divided by the structure of the alimen-

tary tract into the following four types: 

Coprophagides-type (Coprinae and Aphodinae)， 

Valginae-type， Cetoniinae-type (Cetoniinae and 

Trichinae)， and Melolonthinae-type (Hoplinae， 

Sericinae， Dynastinae， M伽elolont出hina悶aeand Rut旬e-

linae) (F 

In the Geo悦tn叩u中pがidωae，the meandering of the 

mid-gut 爪S丸， a剖ta glance， somewhat di汀erent

between its two subfamilies， but there is no 

fundamental difference (Figure 9). 

( 6) In comparing species belongi時 todif-

ferent families there is found little similarity 

in the structure of the almen tary tract. 

(7) Particular correlation can not always 

be found between the food-feeding habits and 

the form or length of the alimentary tract 

(Table 6). 

( 8) The alimentary tract is， in general， 

so similar in form in the species of the same 

family or subfamiJy that it seems to be suitable 

to revising such maior divisions. Accordingly， 

it seems to be true that the families Lucanidae 

and Scarabaeidae should be classified into a 

certain numl::er of di仔Crentfamilies. 

図版説明

図版 I

鞘遡目昆虫類の消化管

1. Chlaenius posticalis 

MOTSCHULSKY (Harpalidae) 

2. Nicrophrus maculifrons 

KRAATZ (Shilphidae) 

3. Hister sp. (H日teridae)

4. Aiolocariαmirablilis 

MOTSCHULSKY (Coccnellidae) 

5. Hydrousαcuminatw 

MOTSCHULSKY (Hydrophilidae) 

B目 側 面 図

6. Thanαsimus substriatus 

GEBLER (Cleridae) 

7. Episcapha gorhami 

LEWIS (Erotylidae) 

8: Scaphidium sp. (Scaphid出 ae)

9. Nosodendron asiaticum 

LEWIS (Nosodendridae) 

10. Agrypnus binodulus 

MOTSCHULSKY (Elateridae) 

11. Ditylus laevis 

GEBLER (Oedemeridae) 

12. Chrysolina aurichalcea 

MANNERHEIN (Chrysomeridae) 

13. Meloe corvinus 

MARSEUL (Meloidae) 

14. Leptura vicaria 

BATES (Cerambycidae) 

15. Anoplophora malasiaca 

THOMSON (Cerambycidae) 

B. 展開図

16. Mimela testaceipes 

MOTSCHULSKY (Scarabaeidae) 

図 版 II

1. Luc仰 usmacrグemoratusMOTSCHULSKY 

A~F. 中腸迂回屈折様式の個体変異

2. Psalidoremus inclinatus MOTSCHULSKY 

3. Macrodorcus rectus MOTSCHULSKY 

4. Macrodorcus striatipennis MOTSCHULSKY 

A. 中腸迂回屈折様式の個体変異

5. Macrodorcus rubrofemoratus VOLLENHOVEN 

A 中腸迂回T:fi折様式の個体変Br~

図版 III

1. Figulus punctatus WATERHOUSE 

A. 中腸未端部の個体変異

2. Aesalus asiaticus LEWIS 

3. Cylindrocaulus macrifemorαtus 

A. 展開図

図版 IV

孔10TSCHULSKY

1. Bolbocerosoma nigro plagiatum WATERHOUSE 

A. 展開図

2. Trox opacotuberculatus MOTSCHULSKY 

3. Geotrupes laevistriatus MOTSCHULSKY 

A~B田 中腸士上回屈折様式の個体変異

C. 迂回屈折様式の模式図

図 版 V

1. Co pris ochus MOTSCHULSK Y 

A 背面部中腸迂回様式

B. 腹而部中腸迂回様式
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c. 腹而部中腸展開図

D. 中腸未端部j主回JiIi1斤様式の個体変]'1

E. 内容物s0満時の中』訪米端部

2. Copris pecuarius MOTSCHULSKY 

A. 背面部咋'fl易迂回様式

B. }度iiii部中!協迂回様式

図版 VI

1. Liatongus phanαeoides WESTWOOD 

A. 展開図

2. Onthophagus lenzii HAROLD 

A. 中腸;'[四日折様式の個体変異

B. 展開図

図版VlI

1. Onthophagus bivertex HEYDEN 

A. 展開図

2. Onthophagus ater WATERHOUSE 

A. 展開図

3. Caccobius jessoensis HAROLD 

A. 展開図

図版 vm
1. Aphodius rectus MOTSCHULSKY 

A"-'B. 迂回屈折様式の個体変異

2. Aphodius haroldianus BALTHASAR 

3. Rhyparus peninsularis ARROW 

A. 個体変異

4. Valgus pictus HOPE 

5. Nipponovalgus angusticollis WATERHOUSE 

A. 中腸未端部の個体変異

図版 IX

1. Anomala cuprea HOPE 

A 展開図

B. 部分展開図

2. Anomala lucens BALLION 

A. 展開図

図版 X

1. Anamala rufocuprea MOTSCHLSKY 

A. 展開図

B. 部分展開図

2. Mimela splendens CYLLENHAL 

A. 展開図

図版 XI

1. Mimela costata HOPE 

A. 展開図

2. Mimela testaceipes孔10TSCHLSKY

A. 展開図

図版 XII

1. Phylloperthαorientalis W ATERHOUSE 

A. 展開図

B. 王回j吊折様式の似式図

2. Popillia japonica NEWMAN 

A. 'lc'JI弘迂四日折様式の個体変jli!:

B. JI( IJH I立l

図版 xm
1. Autoserica castaner ARROW 

A. 展開図

2. Sericania sachalinensis MATSUMURA (♀〕

A. 展開図

B. 個体変異(色〕

図版 XIV

1. Heptophylla picea MOTSCHULSKY 

2. Granida albolineata MOTSCHULSKY 

A. 展開図

図版 XV

1. Melolontha japonica BURMEISTER 

A. 展開図

B""'D. 中腸後半部迂回屈折様式の個体変異

2. Lachnosterna morosa W ATERHOUSE 

A. 展開図

B. 部分展開図

図版 XVI

1. Ectinohoplia obducta MOTSCHULSKY 

A. 中・後腸迂回屈折様の式個体変呉

2. Ectinohopliαrufipes孔10TSCHULSKY

3. Allomyrina dichotomus LINN五

A. 展開図

B. 中腸未端部の個体変異

C. 後腸部屈折様式の個体変異

図版 XVII

1. Trichius japonicus JONSON 

A 中・後腸迂回屈折様式の個体変興

2. Gnorimus viridiopacus LEWIS 

A. 中・後腸迂回屈折様式の個体変異

3. Paratrichius doenitzi HAROLD 

4. Torynorrhina unicolor MOTSCHULSKY 

A. 展開図

5. Protaetia insperata LEWIS 

6. Eucetonia pilifera MOTSCHULSL Y 
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